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フリージア(Freesia refracta)はアヤ
メ科フリージア属・半耐寒性球根植物の
種の一つ。または、フリージア属の総称。
花言葉は、『感謝』『親愛の情』『友情』

『感謝』とは、ありがたく思って礼をいうこ
と。心にありがたく感ずること。
仕事や学業でお世話になった人や、助
けてくれたり、力になってくれる人などに
『感謝』の気持ちを持ちましょう。

地域とともに新しい未来へ

　麗春の候、同窓生の皆様におかれましては、ますますご
健勝のこととお慶び申し上げます。また、平素より同窓会活
動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　本年も、世界的紛争や災害等未だ先行きに不安がある
状況ではありますが、一日も早く事態が収束し、平穏な世
になってほしいと祈るばかりです。
　しかし、このような状況下の中、第３３回夏季五輪パリ大
会において日本過去最多金メダル２０個の獲得、ドジャース
大谷選手のメジャー史上初の「５０本塁打、５０盗塁」を達成

等、私たちに勇気と希望を与えてくれたニュースも多々あ
りました。
　春光うららかな好季節、同窓生の皆様におかれましても、
益々ご活躍されますことを、心よりお祈り申し上げます。
　最後になりますが、ご多用中にもかかわらず、会報に寄
稿いただきました皆様に、厚く御礼申し上げます。
 （記・太田 健司）

●編集委員長　太田 健司 ●編集副委員長　北原 智代
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令和７年度年間事業

松本大学同窓会総会のお知らせ

日　程 令和7年 5月24日㈯

会　場 アルピコプラザホテル

時　間 定期総会 15時～　山岳シンポジウム 16時～　懇親会 17時～
議　題 ⑴令和 6年度事業・決算・監査報告
 ⑵令和7年度事業計画（案）・予算（案）

懇親会 会費3,000円（本年３月卒業生1,000円）
 総会・シンポジウム終了後、母校教職員をお迎えして懇親会

を開催します。余興として抽選会などを計画しております。
［ 懇親会のみの参加も歓迎いたします。 ］

令和７年度

e-mail dousoukai@t.matsu.ac.jp

お問合せ先　　松本大学 同窓会事務局 0263-48-7208

原山先生、中村先生と手塚氏がトークセッション形式でのシンポジウムとなります。
参加申込は必要ありませんので、ご興味のある方は、奮ってご参加ください。

▶ 原山　　智 様　秩父宮記念山岳賞受賞　信州大学理学部特任教授
▶ 中村　浩志 様　一般社団法人 中村浩志国際鳥類研究所 代表理事
▶ 手塚　友惠 様　公益社団法人 日本山岳ガイド協会 理事

山岳シンポジウムのご案内
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　同窓会員の皆様方におかれましては、
益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
日頃は同窓会の運営と母校発展のため、
何かとご支援・ご協力を賜り、厚くお礼申し
上げます。
　昨年の5月の総会に於きまして第4代同
窓会長に就任いたしました松商短大2部
16期卒業の山崎信市と申します。このよう
な大役をお引き受けするにあたり、身の引
き締まる思いと同時に、会員の皆さまと共
にこの同窓会をさらに発展させるべく全
力を尽くしてまいりたいと思います。
　これまで同窓会を支えてこられた小島
前会長を始め歴代の役員の皆さまには深
く感謝申し上げます。松本大学の一員とし
て学び、成長した経験は、私の人生におい
て何物にも代えがたい財産となっておりま
す。この役割通じて、その恩恵を次世代や

同窓生の皆様に恩返しをしていきたいと
考えております。
　私たちの大学はこれまでに約2万人も
の卒業生を社会に送り出してきました。短
期大学から始まり大学、大学院を併設とい
う形で教育の幅を広げてきた母校は私た
ちが築いた絆の基盤でもあります。
　同窓会の存在意義は、この広がり続ける
ネットワークを活かし、卒業同士が互いに支
え合い、学びを深め、社会において一層活躍
できる環境をつくることだと考えています。
　同窓会の役割は、卒業生はもとより在校
生の皆さんにも積極的に手を差し伸べ、
キャリア支援や学びのサポート、さらに新
しい挑戦を応援していくことが必要不可欠
であります。先輩たちの経験や知恵を共有
し、次世代の活躍を後押しすることで、母
校のさらなる発展に寄与してまいりたいと

思います。
　母校の教職員の皆さまとの連携も、同窓
会活動を円滑に進める上で重要であります。
　大学の教育方針や現状を共有しながら、
同窓会と大学が共に歩むことで、より充実
した取り組みが可能となります。特に在校
生への支援や卒業生との連携プロジェク
トを進める際には、大学との協力体制が欠
かせません。
　これからの同窓会は、ただの親睦団体にと
どまらず、時代の変化に対応した柔軟な活動
を展開していく必要が有ると感じています。
　私たちの母校がこれからも多くの優れ
た人材を輩出し、社会貢献していくことを
願っています。
　同窓会を通じて、私たち自身もその一助
となれるよう努めてまいりたいと思います。
どうぞ、宜しくお願いいたします。

　昨年５月開催の総会におきまして、第３代
会長の職を退任し、第４代会長山崎信市氏
に次の世代の同窓会が引き継がれました。
　山崎新会長を筆頭に、同窓会役員の皆
様方は母校愛が強いので、母校の清水一
彦学長先生と連携を取り、より一層の同
窓会の発展をお祈りいたします。
　私は昭和45年3月に松商学園短期大
学 （以下、松商短大）2部を卒業し、4月1日
より母校の松商短大付属コンピュータセ
ンターに、インストラクトレスとして採用さ
れました。当時、国立大学がようやく情報
教育を取り入れた同時期に、学校法人松
商学園（以下学園）は、松商短大の将来を
見据え、いち早く汎用コンピュータを導入

し、情報教育を取り入れました。学園の1
つの歴史的瞬間から立ち会えることがで
き、その後、短大・大学職員として43年間、
同窓会活動ならびに役員として50年間勤
めさせていただきました。この間、学園・母
校には色々ありましたが、関係者の皆様
方の時代にあった努力に頭が下がります。
　同窓会は、松商短大開学5年後の昭和
33年4月に発足しました。
　小澤一彦初代会長は、現在の同窓会事
業の多くを導入しました。特筆すべきは、
学校経営に参画して母校の発展に寄与し
たいとの思いから、学園の評議員枠6名
を獲得し、小澤会長は理事に就任したこ
とです。その結果、昭和52年9月に、松商

短大は新村の地に全面移転しました。
　第2代横山公一会長は、平成14年4月松
本大学開学を決定された理事会にて、ご
尽力されました。これも学園の歴史の中で、
大きな決断だったと思います。
　同窓会は、会員数2万名を超す大きな
組織となりました。同窓会に関わっている
間、学園の歴史と伝統に支えられ、松商学
園高等学校があり、松商短大があって、現
在の松本大学があるとの信念は持ち続
けてきました。それが感謝に繋がってい
たと思います。歴史は否定するものでは
なく、今の積み重ねの結果です。
　長い間お世話になりました。感謝申し
あげます。

同窓会長就任の挨拶
松本大学同窓会 

新会長　山崎 信市
学校法人 松商学園

新理事長　田口 敏子

　始めに、松本大学同窓会の皆様方に
おかれましては、日頃から、母校の発展
の為に、格別なご支援を重ねておられる
事に対しまして、厚く御礼申し上げます。
　私は、この度、令和6年６月1日より、学
校法人松商学園の理事長に就任いたし
ました。田口敏子です。重責を担うにあ
たり、身の引き締まる思いであります。
　本学園の、歴史と伝統を守りつつ、よ
り、一層の充実、発展を目指し、誠心誠意、
取り組んでまいります。
　ご指導、ご支援の程、何卒宜しくお願
いいたします。
　さて、今や、地球的規模・視野で様々な
分野での、変化が激しい状況となってお
ります。そんな中、今日ほど、将来を見据
えた高等教育の在り様が、色々な方面か
ら多くの指摘がされるようになりました、

例えば、私立大学を取り巻く環境は、入
学定員割れの大学が、少子化時代を背
景に急速な進行で、深刻な状況になって
おります。又続く物価上昇や光熱費の高
騰等々により、経営を圧迫し、一層の厳
しさが増しています、この様な時、最近
では「地方私大淘汰の時代へ」、「少子化
を踏まえての適正規模に」、「生き残りの
為に、連携模索を」等々の報道が多くあ
ります。
　現代社会の中では、様々な情報の量
も、又その速さも過剰な時代だ、と言わ
れています。
　その様な背景の中でも、松本大学の
ミッションであります「地域貢献」の原点
を見失う事なく、「自主独立」の建学の精
神に基づいた、特色ある教育・研究の機
関・存在として、確実にその構築を進め

ておられる現状に敬意と感謝をしており
ます。
　この様に歩んで来られた松本大学当
局と一体となって、在学生に対しての限
りない支援組織としての松本大学同窓
会が、益々のご活躍と、ご発展を心より
祈念しております。

ごあいさつ

退任挨拶

松本大学同窓会 

前会長　小島 恵子
松本大学・松本大学松商短期大学部

学長　清水 一彦

同窓生のための
リカレント講座を始めます

　日頃、大学の教育研究活動や学生支
援等に対するきめ細かなご支援とご協
力に対し、心から厚く御礼と感謝を申し
上げます。学長としてお世話になり早1
年が過ぎました。いつも新鮮な気持ちで
大学の運営を務めさせていただいてお
りますが、一番の驚きは同窓会の偉大さ
です。国公立大学ではあまり経験したこ
とはありませんでしたが、松本大学の同
窓会の組織力・団結力と行動力にはいつ
も感動・感激しています。同窓会あって
の松本大学だとひしひしと感じていると
ころです。
　昨年、同窓会と大学との連携強化を約
束しましたが、このたび主に同窓生の学

び直しの場を提供し、生涯にわたる学修
の機会を拡充していくことになりました。
それが「信州山学マイスター養成講座」
です。ご承知のように、信州は日本の屋
根と言われる南・中央・北アルプスなどの
山々を擁し、中でも大学が立地する松本
市は「岳都」と呼ばれています。この講座
は、信州の「山岳」について自然環境、観
光、健康・スポーツ、文化、防災、交通、産
業など多様な視点から理解を深め、地域
の魅力を再認識し、地域の未来像を考え
る機会を提供することを目的としていま
す。オンラインによるリカレント講座と位
置づけ、山岳に関わる著名な方々を学内
外から講師に迎え、修了者には、「信州山

学マイスター」の修了証を授与するもの
です。５月にはキックオフシンポジウムも
開催する予定です。
　また、昨年度から卒業生・同窓生の大
学に対する意見や要望を汲み上げるた
めのステークホルダー・ミーティングを
立ち上げ、大学の事業計画や年度計画
にそれを反映できるような仕組みも実
践しています。
　本年度も同窓会と大学との連携協力
を一層強化し、相互の絆をさらに深めな
がら国内外に誇れる大学を一緒になって
築き上げたいと考えています。引き続き
温かいご理解とご支援・ご協力をよろし
くお願いいたします。
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　同窓会員の皆様方におかれましては、
益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
日頃は同窓会の運営と母校発展のため、
何かとご支援・ご協力を賜り、厚くお礼申し
上げます。
　昨年の5月の総会に於きまして第4代同
窓会長に就任いたしました松商短大2部
16期卒業の山崎信市と申します。このよう
な大役をお引き受けするにあたり、身の引
き締まる思いと同時に、会員の皆さまと共
にこの同窓会をさらに発展させるべく全
力を尽くしてまいりたいと思います。
　これまで同窓会を支えてこられた小島
前会長を始め歴代の役員の皆さまには深
く感謝申し上げます。松本大学の一員とし
て学び、成長した経験は、私の人生におい
て何物にも代えがたい財産となっておりま
す。この役割通じて、その恩恵を次世代や

同窓生の皆様に恩返しをしていきたいと
考えております。
　私たちの大学はこれまでに約2万人も
の卒業生を社会に送り出してきました。短
期大学から始まり大学、大学院を併設とい
う形で教育の幅を広げてきた母校は私た
ちが築いた絆の基盤でもあります。
　同窓会の存在意義は、この広がり続ける
ネットワークを活かし、卒業同士が互いに支
え合い、学びを深め、社会において一層活躍
できる環境をつくることだと考えています。
　同窓会の役割は、卒業生はもとより在校
生の皆さんにも積極的に手を差し伸べ、
キャリア支援や学びのサポート、さらに新
しい挑戦を応援していくことが必要不可欠
であります。先輩たちの経験や知恵を共有
し、次世代の活躍を後押しすることで、母
校のさらなる発展に寄与してまいりたいと

思います。
　母校の教職員の皆さまとの連携も、同窓
会活動を円滑に進める上で重要であります。
　大学の教育方針や現状を共有しながら、
同窓会と大学が共に歩むことで、より充実
した取り組みが可能となります。特に在校
生への支援や卒業生との連携プロジェク
トを進める際には、大学との協力体制が欠
かせません。
　これからの同窓会は、ただの親睦団体にと
どまらず、時代の変化に対応した柔軟な活動
を展開していく必要が有ると感じています。
　私たちの母校がこれからも多くの優れ
た人材を輩出し、社会貢献していくことを
願っています。
　同窓会を通じて、私たち自身もその一助
となれるよう努めてまいりたいと思います。
どうぞ、宜しくお願いいたします。

　昨年５月開催の総会におきまして、第３代
会長の職を退任し、第４代会長山崎信市氏
に次の世代の同窓会が引き継がれました。
　山崎新会長を筆頭に、同窓会役員の皆
様方は母校愛が強いので、母校の清水一
彦学長先生と連携を取り、より一層の同
窓会の発展をお祈りいたします。
　私は昭和45年3月に松商学園短期大
学 （以下、松商短大）2部を卒業し、4月1日
より母校の松商短大付属コンピュータセ
ンターに、インストラクトレスとして採用さ
れました。当時、国立大学がようやく情報
教育を取り入れた同時期に、学校法人松
商学園（以下学園）は、松商短大の将来を
見据え、いち早く汎用コンピュータを導入

し、情報教育を取り入れました。学園の1
つの歴史的瞬間から立ち会えることがで
き、その後、短大・大学職員として43年間、
同窓会活動ならびに役員として50年間勤
めさせていただきました。この間、学園・母
校には色々ありましたが、関係者の皆様
方の時代にあった努力に頭が下がります。
　同窓会は、松商短大開学5年後の昭和
33年4月に発足しました。
　小澤一彦初代会長は、現在の同窓会事
業の多くを導入しました。特筆すべきは、
学校経営に参画して母校の発展に寄与し
たいとの思いから、学園の評議員枠6名
を獲得し、小澤会長は理事に就任したこ
とです。その結果、昭和52年9月に、松商

短大は新村の地に全面移転しました。
　第2代横山公一会長は、平成14年4月松
本大学開学を決定された理事会にて、ご
尽力されました。これも学園の歴史の中で、
大きな決断だったと思います。
　同窓会は、会員数2万名を超す大きな
組織となりました。同窓会に関わっている
間、学園の歴史と伝統に支えられ、松商学
園高等学校があり、松商短大があって、現
在の松本大学があるとの信念は持ち続
けてきました。それが感謝に繋がってい
たと思います。歴史は否定するものでは
なく、今の積み重ねの結果です。
　長い間お世話になりました。感謝申し
あげます。

同窓会長就任の挨拶
松本大学同窓会 

新会長　山崎 信市
学校法人 松商学園

新理事長　田口 敏子

　始めに、松本大学同窓会の皆様方に
おかれましては、日頃から、母校の発展
の為に、格別なご支援を重ねておられる
事に対しまして、厚く御礼申し上げます。
　私は、この度、令和6年６月1日より、学
校法人松商学園の理事長に就任いたし
ました。田口敏子です。重責を担うにあ
たり、身の引き締まる思いであります。
　本学園の、歴史と伝統を守りつつ、よ
り、一層の充実、発展を目指し、誠心誠意、
取り組んでまいります。
　ご指導、ご支援の程、何卒宜しくお願
いいたします。
　さて、今や、地球的規模・視野で様々な
分野での、変化が激しい状況となってお
ります。そんな中、今日ほど、将来を見据
えた高等教育の在り様が、色々な方面か
ら多くの指摘がされるようになりました、

例えば、私立大学を取り巻く環境は、入
学定員割れの大学が、少子化時代を背
景に急速な進行で、深刻な状況になって
おります。又続く物価上昇や光熱費の高
騰等々により、経営を圧迫し、一層の厳
しさが増しています、この様な時、最近
では「地方私大淘汰の時代へ」、「少子化
を踏まえての適正規模に」、「生き残りの
為に、連携模索を」等々の報道が多くあ
ります。
　現代社会の中では、様々な情報の量
も、又その速さも過剰な時代だ、と言わ
れています。
　その様な背景の中でも、松本大学の
ミッションであります「地域貢献」の原点
を見失う事なく、「自主独立」の建学の精
神に基づいた、特色ある教育・研究の機
関・存在として、確実にその構築を進め

ておられる現状に敬意と感謝をしており
ます。
　この様に歩んで来られた松本大学当
局と一体となって、在学生に対しての限
りない支援組織としての松本大学同窓
会が、益々のご活躍と、ご発展を心より
祈念しております。

ごあいさつ

退任挨拶

松本大学同窓会 

前会長　小島 恵子
松本大学・松本大学松商短期大学部

学長　清水 一彦

同窓生のための
リカレント講座を始めます

　日頃、大学の教育研究活動や学生支
援等に対するきめ細かなご支援とご協
力に対し、心から厚く御礼と感謝を申し
上げます。学長としてお世話になり早1
年が過ぎました。いつも新鮮な気持ちで
大学の運営を務めさせていただいてお
りますが、一番の驚きは同窓会の偉大さ
です。国公立大学ではあまり経験したこ
とはありませんでしたが、松本大学の同
窓会の組織力・団結力と行動力にはいつ
も感動・感激しています。同窓会あって
の松本大学だとひしひしと感じていると
ころです。
　昨年、同窓会と大学との連携強化を約
束しましたが、このたび主に同窓生の学

び直しの場を提供し、生涯にわたる学修
の機会を拡充していくことになりました。
それが「信州山学マイスター養成講座」
です。ご承知のように、信州は日本の屋
根と言われる南・中央・北アルプスなどの
山々を擁し、中でも大学が立地する松本
市は「岳都」と呼ばれています。この講座
は、信州の「山岳」について自然環境、観
光、健康・スポーツ、文化、防災、交通、産
業など多様な視点から理解を深め、地域
の魅力を再認識し、地域の未来像を考え
る機会を提供することを目的としていま
す。オンラインによるリカレント講座と位
置づけ、山岳に関わる著名な方々を学内
外から講師に迎え、修了者には、「信州山

学マイスター」の修了証を授与するもの
です。５月にはキックオフシンポジウムも
開催する予定です。
　また、昨年度から卒業生・同窓生の大
学に対する意見や要望を汲み上げるた
めのステークホルダー・ミーティングを
立ち上げ、大学の事業計画や年度計画
にそれを反映できるような仕組みも実
践しています。
　本年度も同窓会と大学との連携協力
を一層強化し、相互の絆をさらに深めな
がら国内外に誇れる大学を一緒になって
築き上げたいと考えています。引き続き
温かいご理解とご支援・ご協力をよろし
くお願いいたします。
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松商学園高等学校

校長　長野 雅弘

　これは松商学園高等学校通信制課
程設置趣意書の一部です。このことが
認められ、昨年12月27日に長野県知
事より松商学園高等学校通信制課程
が認可をされました。認可を受ける二
年前から通信制課程申請の準備を始
めました。地域教育界からまた地域に
住む方々からの通信制課程への要望
があった根底には“中学校不登校生の
急増”があります。年々増え続ける不
登校生（長野県中学校不登校生は全国
６位という高さ）を本学園の教育を通
し、誰一人取り残されない教育機会の
提供と多様性を重視した教育現場を
構築し、将来の地域社会を支える新た
な人材になってもらいたいとの思いを
持っています。
　そのために必要なこととして

この四つを柱にしました。
　❶❹は高等学校の教員及び通信制
課程生へのプログラムでこなすことが
できますが❷と❸はエビデンス上、大
学・短大のキャンパスと先生方、学生諸
君の力添えが必要との認識が私たちに
はあり、理事の皆さん、学長先生、学部
長先生方と話し合いを続けてきました。
　❷に関しては、小学校・中学校・高
等学校は同じような建物、施設・設備
を有してます。ところが大学には全く
違った建物、施設・設備があり、開放
感に満ち溢れています。「学校ってこ

高大連携を軸とした
大学・地域連携型狭域通信制課程 運動習慣で人生を豊かに。

～ 一人ひとりの健康が、地域や企業の活力を育みます。 ～

　社会に開かれた教育課程を目指し、異年齢・異世代集団での協同的な探究活動を充実させる。一例として自宅・自室に引き
こもらせない工夫の一環として中等教育機関とは異質の高等教育機関である松本大学のキャンパス内にも学習施設を設け
る。生きた高大連携を目指し、大学生との日常的なボランティア活動や教育活動に加わることで、広い視野を持ち、多様性や
社会性の涵養を目指す。松本大学キャンパス内には普通教室の他図書館、音楽室や理科室、家庭科室、体育館などの特別教
室も完備されており、通信制課程専用及び大学生併用の学習室も整備する

❶高度な学習指導力を持った教員
❷空間環境
❸人的環境
❹先進的なICT教育

んなに開放的なんだ」と思ってもらえ
れば、引きこもることなく自ずと足が
学校に向くことでしょう。
　❸に関しては、少し年上の大学生や
短大生がかなり親身になってフランク
に接してくれるのではないでしょうか。
勉強面、生活面、悩みや苦しみを抱え
た子どもたちに伴走してくれることを
期待しています。
　松商学園高等学校から松本大学・松
商短期大学部に毎年70名から80名入
学させていただいています。彼ら彼女
たちの大学における成長を見ていると
大変大きなものを実感しています。通
信課程生への寄与を期待しています。
　結びになりますが、松本大学同窓会
のますますのご発展を祈念して私の締
めとさせていただきます。

　松本大学同窓会会員の皆さまにおか
れましては、ご存知のとおり、創立１２７
年を迎える学校法人松商学園は、松本
大学大学院、松本大学、松本大学松商
短期大学部、松商学園高等学校および
松本秀峰中等教育学校を擁した約
4,000名の学生・生徒が在学する総合
学園となっております。
　この進歩し続ける学校法人松商学園
（以下、「松商学園」）の教育、研究事業が
高度に持続するための環境充実に側面
から支援、発展させることを目的とし
て、2009（平成21）年2月に一般社団法
人松商サポート（以下、「松商サポート」）
は発足しました。
　この松商サポートは、松商学園の関
係・周辺業務を事業化し、効率的、効果
的に提供を行い、その作業から生まれ
た収益を松商学園へ還元し、松商学園
だからこその知的資産（教育・研究・施
設・人材）を活用した事業の展開を積極
的に進め、高い理念と品格をもって社会
に貢献することを使命としております。
　これまで、松本大学において、株式会
社池の平ホテル＆リゾーツと松本大学
地域健康支援ステーションとの産学連
携事業「松本大学ヘルスプロモーション
事業」として事業化を目指し取り組んで
きた、「松本大学大学院健康科学研究科
根本賢一教授の研究成果に基づく健康
づくりに係る「運動」の専門性（スポーツ
健康学科）と健康栄養学科による「栄
養」の専門性を連携させ、地域住民や団
体、企業従業員の健康維持・増進を支援
して、活力ある社会を実現する」という
事業理念、ビジョンが、松商サポートの

使命と合致することから、松商学園理事
会において審議がなされ、この取組み
を松本大学地域健康支援ステーション
から松商サポートへ事業移管すること
が決定され、去る2024年10月1日に松
本大学ヘルスプロモーション事業部（以
下、「HP事業部」）が設立されました。
　HP事業部は、上述のとおり松本大学
の知財であるTAGFITNESS®「活動量
計を用いたパーソナル運動指導等」を
活用し、❶一人ひとりを個別に測定し、
パーソナルデータを作成、❷食育SAT
システムで普段の食事の栄養バランス
をチェック、❸健康運動指導士がデータ
分析と運動メニューを作成して、体力レ
ベルや目的に応じて一人ひとりの効果
的な運動メニューを作成するなど、体
力・身体機能測定、運動・栄養指導を通
じて、運動習慣の継続を応援し、一人ひ
とりの健康ライフをトータルサポートし
ます。
　このように人間健康学部の研究成果
と実践ノウハウにより「運動」「栄養」「メ
ンタル」などを重点におき一人ひとりの
健康をサポートするとともに、科学的根
拠に基づいたプログラムを提供するこ

とにより、松本大学の研究成果の活用と
推進、これに紐づく学生の養成と就職実
績の拡大から学生確保にもつながる取
組みとなることから、松本大学の社会的
貢献度、評価の向上（ブランディング）を
目指します。
　今後、収益事業としても健康経営®を
標榜する企業、健康保険組合など市場
規模の拡大が見込まれることから、この
事業をより活用できる環境である松商
サポートへ移管することにより、積極的
な事業展開が可能となるため、2025年
4月、あらたに本学の卒業生である健康
運動指導士3名を採用するなどチーム
体制を整え、全国的にも珍しい新たな
ブランディング事業として運営していき
ます。
　松本大学同窓会会員の皆様におかれ
ましても、総合的な健康増進プランと継
続的な運動・栄養支援を通じて、カラダ
に眠っている健康資質が目覚めるお手
伝いをさせていただきますので、是非と
も経営されている会社
やお勤め先などで本取
組みの導入をご検討い
ただけますと幸甚です。

一般社団法人松商サポート「松本大学ヘルスプロモーション事業部」の設立

一般社団法人松商サポート　松本大学ヘルスプロモーション事業部 課長　塩原 忠

2025年2月13日(木) 株式会社池の平ホテル＆リゾーツ、一般社団法人松商サポートおよび松本大学との
事業連携・推進に関する協定調印式
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松商学園高等学校

校長　長野 雅弘

　これは松商学園高等学校通信制課
程設置趣意書の一部です。このことが
認められ、昨年12月27日に長野県知
事より松商学園高等学校通信制課程
が認可をされました。認可を受ける二
年前から通信制課程申請の準備を始
めました。地域教育界からまた地域に
住む方々からの通信制課程への要望
があった根底には“中学校不登校生の
急増”があります。年々増え続ける不
登校生（長野県中学校不登校生は全国
６位という高さ）を本学園の教育を通
し、誰一人取り残されない教育機会の
提供と多様性を重視した教育現場を
構築し、将来の地域社会を支える新た
な人材になってもらいたいとの思いを
持っています。
　そのために必要なこととして

この四つを柱にしました。
　❶❹は高等学校の教員及び通信制
課程生へのプログラムでこなすことが
できますが❷と❸はエビデンス上、大
学・短大のキャンパスと先生方、学生諸
君の力添えが必要との認識が私たちに
はあり、理事の皆さん、学長先生、学部
長先生方と話し合いを続けてきました。
　❷に関しては、小学校・中学校・高
等学校は同じような建物、施設・設備
を有してます。ところが大学には全く
違った建物、施設・設備があり、開放
感に満ち溢れています。「学校ってこ

高大連携を軸とした
大学・地域連携型狭域通信制課程 運動習慣で人生を豊かに。

～ 一人ひとりの健康が、地域や企業の活力を育みます。 ～

　社会に開かれた教育課程を目指し、異年齢・異世代集団での協同的な探究活動を充実させる。一例として自宅・自室に引き
こもらせない工夫の一環として中等教育機関とは異質の高等教育機関である松本大学のキャンパス内にも学習施設を設け
る。生きた高大連携を目指し、大学生との日常的なボランティア活動や教育活動に加わることで、広い視野を持ち、多様性や
社会性の涵養を目指す。松本大学キャンパス内には普通教室の他図書館、音楽室や理科室、家庭科室、体育館などの特別教
室も完備されており、通信制課程専用及び大学生併用の学習室も整備する

❶高度な学習指導力を持った教員
❷空間環境
❸人的環境
❹先進的なICT教育

んなに開放的なんだ」と思ってもらえ
れば、引きこもることなく自ずと足が
学校に向くことでしょう。
　❸に関しては、少し年上の大学生や
短大生がかなり親身になってフランク
に接してくれるのではないでしょうか。
勉強面、生活面、悩みや苦しみを抱え
た子どもたちに伴走してくれることを
期待しています。
　松商学園高等学校から松本大学・松
商短期大学部に毎年70名から80名入
学させていただいています。彼ら彼女
たちの大学における成長を見ていると
大変大きなものを実感しています。通
信課程生への寄与を期待しています。
　結びになりますが、松本大学同窓会
のますますのご発展を祈念して私の締
めとさせていただきます。

　松本大学同窓会会員の皆さまにおか
れましては、ご存知のとおり、創立１２７
年を迎える学校法人松商学園は、松本
大学大学院、松本大学、松本大学松商
短期大学部、松商学園高等学校および
松本秀峰中等教育学校を擁した約
4,000名の学生・生徒が在学する総合
学園となっております。
　この進歩し続ける学校法人松商学園
（以下、「松商学園」）の教育、研究事業が
高度に持続するための環境充実に側面
から支援、発展させることを目的とし
て、2009（平成21）年2月に一般社団法
人松商サポート（以下、「松商サポート」）
は発足しました。
　この松商サポートは、松商学園の関
係・周辺業務を事業化し、効率的、効果
的に提供を行い、その作業から生まれ
た収益を松商学園へ還元し、松商学園
だからこその知的資産（教育・研究・施
設・人材）を活用した事業の展開を積極
的に進め、高い理念と品格をもって社会
に貢献することを使命としております。
　これまで、松本大学において、株式会
社池の平ホテル＆リゾーツと松本大学
地域健康支援ステーションとの産学連
携事業「松本大学ヘルスプロモーション
事業」として事業化を目指し取り組んで
きた、「松本大学大学院健康科学研究科
根本賢一教授の研究成果に基づく健康
づくりに係る「運動」の専門性（スポーツ
健康学科）と健康栄養学科による「栄
養」の専門性を連携させ、地域住民や団
体、企業従業員の健康維持・増進を支援
して、活力ある社会を実現する」という
事業理念、ビジョンが、松商サポートの

使命と合致することから、松商学園理事
会において審議がなされ、この取組み
を松本大学地域健康支援ステーション
から松商サポートへ事業移管すること
が決定され、去る2024年10月1日に松
本大学ヘルスプロモーション事業部（以
下、「HP事業部」）が設立されました。
　HP事業部は、上述のとおり松本大学
の知財であるTAGFITNESS®「活動量
計を用いたパーソナル運動指導等」を
活用し、❶一人ひとりを個別に測定し、
パーソナルデータを作成、❷食育SAT
システムで普段の食事の栄養バランス
をチェック、❸健康運動指導士がデータ
分析と運動メニューを作成して、体力レ
ベルや目的に応じて一人ひとりの効果
的な運動メニューを作成するなど、体
力・身体機能測定、運動・栄養指導を通
じて、運動習慣の継続を応援し、一人ひ
とりの健康ライフをトータルサポートし
ます。
　このように人間健康学部の研究成果
と実践ノウハウにより「運動」「栄養」「メ
ンタル」などを重点におき一人ひとりの
健康をサポートするとともに、科学的根
拠に基づいたプログラムを提供するこ

とにより、松本大学の研究成果の活用と
推進、これに紐づく学生の養成と就職実
績の拡大から学生確保にもつながる取
組みとなることから、松本大学の社会的
貢献度、評価の向上（ブランディング）を
目指します。
　今後、収益事業としても健康経営®を
標榜する企業、健康保険組合など市場
規模の拡大が見込まれることから、この
事業をより活用できる環境である松商
サポートへ移管することにより、積極的
な事業展開が可能となるため、2025年
4月、あらたに本学の卒業生である健康
運動指導士3名を採用するなどチーム
体制を整え、全国的にも珍しい新たな
ブランディング事業として運営していき
ます。
　松本大学同窓会会員の皆様におかれ
ましても、総合的な健康増進プランと継
続的な運動・栄養支援を通じて、カラダ
に眠っている健康資質が目覚めるお手
伝いをさせていただきますので、是非と
も経営されている会社
やお勤め先などで本取
組みの導入をご検討い
ただけますと幸甚です。

一般社団法人松商サポート「松本大学ヘルスプロモーション事業部」の設立

一般社団法人松商サポート　松本大学ヘルスプロモーション事業部 課長　塩原 忠

2025年2月13日(木) 株式会社池の平ホテル＆リゾーツ、一般社団法人松商サポートおよび松本大学との
事業連携・推進に関する協定調印式
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　緑輝く歴史ある松本の地において、去る令和6年5月11日(土)
に、松本大学同窓会定期総会及び懇親会が、アルピコプラザホ
テルにて開催されましたので報告いたします。
　今年度は、3年に1度の役員改選となるため、役員改選規程に
基づき、当日は幹事会にて、正・副幹事長を選任しました。引き
続き開催された定期総会では、小島会長の挨拶をはじめに議事
に入り、令和5年度の事業・決算・監査報告、令和6年度の事業
計画(案)・予算(案)の審議がなされ、最終議案の役員改選で
は、正・副会長ならびに監事を選任しました。
　改選後の本同窓会常任役員につきましては、山崎信市幹事
長に代わり青島金吾新幹事長、小島惠子同窓会長に代わり山崎

信市新同窓会長が就任され、下記のとおりとなります。
　懇親会は、例年、母校（松本大学ならびに短期大学）の教職
員の多くの皆さまにご参加頂き開催しており、参加された卒業
生の皆さまは、世代を超えた同窓会の融和親睦が深まり、時間
が足りない程、熱心に語る姿がありました。今年度初めての余
興となりましたが、松本大学アンサンブルサークル「solae」に
歌声を披露して頂くとともに、恒例となったOBOG吹奏楽団
「ブラスパンダ｣の演奏や抽選会も実施し盛会のうちに終了す
ることができました。
　令和７年度は、5月24日（土）開催する運びとなりましたの
で、多くの卒業生のご参加をお待ちしております。

次回大会予定 多くの皆さまのご参加をお待ちしております

FAX 0263-48-7298　　Email:dousoukai@t.matsu.ac.jpFAX・メールにて受付

第８回マレットゴルフ大会ご案内
■主　催　松商学園高等学校校友会
■共　催　松本大学同窓会
■開催日　9月6日（土）
■場　所　穂高カントリークラブ
■申し込み 松本大学同窓会として一括申し込みます。
■申し込み締め切り　7月中旬頃を予定
　※締め切り後、詳細をお送りいたします。

ゴルフコンペご案内
■開 催 日　6月14日(土)
■場 　 所　信州スカイパーク（かもしかコース・らいちょうコース）
■受付開始　8：30　　　■開 会 式・集 合 9：00
■会 　 費　1,000円
■終了後抽選会 抽選会を行います（昼食を用意します）
■豪華賞品　個人  優勝・アルバトロス賞・ホールインワン賞・参加賞
■申し込み締め切り　5月30日(金）

松本大学同窓会　総会実行委員会長（同窓会副会長）　丸山 正芳

令和６年度　定期総会・懇親会開催

　去る、令和6年10月19日(土)・20日
(日)の2日間、大学祭（第58回梓乃森祭：
「INFINITY」－私たちの可能性は無限大
である－）に併せて、本同窓会主催のホー
ムカミングデーが開催されました。
　ホームカミングデーは、受付テントで
QRコードから受付フォームを入力して
貰った卒業生の皆さんに松本大学ロゴ入
りのトートバッグやマフラータオルなどの
記念品を贈呈するとともに、ご本人だけ
でなくご家族やご友人と一緒に同行され
た場合も、大学祭の模擬店で利用できる
商品引換クーポン券をお渡ししました。
　ホームカミングデーの一番のイベント

は、1日目（19日）の午後2時
から5号館515教室で行わ
れた「抽選会」となり、着席できないくら
い多くの皆さんに参加いただきました。
この抽選会には、清水一彦学長にも参加
をいただき、まずは、学生活動支援金贈
呈式が行われ、本同窓会の山崎会長より
清水一彦学長に目録が贈呈され、感謝と
お礼の言葉をいただき、学生活動に対し
て有効に使用させていただくことが報告
されました。
　引き続き、抽選会がビンゴゲーム形式
で執り行われ、抽選品は、地元安曇野産の
新米や有名テーマパークチケットなど23
品を用意し、抽選番号が発表されると、
リーチやビンゴの声で盛り上がり、当選者
が出るたびにざわめきが起こりました。複
数同時にビンゴの声が上がることもあり、

松本大学同窓会副会長・ホームカミングデー委員長　唐木 美智男

第31回 ホームカミングデー開催

松本大学 人間健康学部 スポーツ健康学科 北澤 航聖

「学生活動支援金のお礼」

　この度、私たち男子ハンドボール部は、北信越リーグで1部2
位の成績を収め、11年ぶりに東日本インカレへの出場を果たし
ました。結果は強豪校も多く惜しくも全敗でしたが、挑戦できた
ことを誇りに思うと共に、顧問の田邉愛子准教授(スポーツ健康
学科)や監督をはじめとする多くの方々の支えに改めて感謝の気
持ちを抱いています。
　今回の大会出場に際して、同窓会から学生活動支援金を援助
していただき誠にありがとうございました。この支援金でユニ
フォームを新調することができました。ユニフォームは単なる試
合着ではなく、伝統や誇りを受け継ぎ、仲間と共に戦う証でもあ
ります。新しいユニフォームを着ることで、私たちはより一層の団

結力を持ち、全力でプレーすることができました。
　また、今回の東日本インカレ出場をきっかけに、ハンドボール
部に興味を持つ学生が増えることを願っています。部の活躍が
多くの人に届き、仲間が増え、さらに強いチームへと成長できる
よう、これからも努力を続けます。支えてくださる全ての方々へ
の感謝を忘れず、精一杯活動していきます。

松本大学同窓会　レクリエーション委員　平林 孝一

　第８回マレットゴルフ大会が令和６年６月15日㈯信州スカイ
パークにおいて、21名参加のもと開催されました。当日は６月の
陽気とは思えないほど気温も上がり、皆さん汗をかきながらも真
剣かつ笑顔が絶えない活気あるプレーをされていました。
　マレットゴルフが誕生したのは福井県と言われていますが、実は
最も盛んにプレーされている都道府県は「長野県」です。若い方か
らお年寄りまで幅広い世代に親しまれておりますが、とても奥が深
くコースごとの攻略方法も様々であり、頭を使いながら日頃の運

動不足を解消するのに
ピッタリなスポーツだと
思います。また、スポー
ツを通じて得られるも
のも多く、コミュニケー
ションの輪が広がりま
す。コロナ禍以降、我々の生活は大きく変化しましたが、やはり人と
人との繋がりは欠くことのできない存在だと思います。その喜びを
多くの方と分かち合えたらとても素敵なことだなと感じております。
　一般的に知られる「ゴルフ」では毎回悔しい思いをしている私で
すが、マレットゴルフは誰もが楽しめる取り掛かりやすいスポーツ
だと思います。本年は是非ともお気軽な気持ちで、多くの皆様に
ご参加いただきたく、心よりお願い申し上げます。

第８回マレットゴルフ大会開催
レクリエーション委員会

とても盛況のうちに終了することができ
ました。来年度も魅力ある景品を取り揃え
たいと思いますので、ぜひ多くの卒業生
の皆さまのご参加をお待ちしております。
　大学同窓会が開催するホームカミング
デーは、同窓生が大学のキャンパスに集
い、地域に根差した母校の今を知ってい
ただく機会です。刺激を受けて、日常の生
活や仕事に役立てていただければと思い
ます。皆が集まり、楽しく笑顔が見られる
ホームカミングデーをまた来年も開催す
る予定で計画をしております。ぜひ、友達
や家族をお誘いのうえお越しください。
また、本同窓会のホームページもありま
すので、卒業生の皆様のご意見・ご要望
をお寄せいただければと思います。

■ 会　　長 山崎　信市 （評）
 （学校法人松商学園理事・大学委員長）

■ 副 会 長 丸山　正芳 （評） ●総会実行委員長
 （学校法人松商学園理事・大学委員）

■ 副 会 長 青島　金吾 ●財務委員長
兼幹事長 （学校法人松商学園理事・法人事務局長）

■ 副 会 長 唐木　美智男 （評）●ホームカミングデー委員長
 太田　健司 （評） ●会報編集委員長
 三村　明子 ●レクリエーション委員長
■ 監　　事 吉澤　禮一
 塩島　星紀

■ 副幹事長 乾　　芳武 （評）
 百瀬　貴之
 小川原　健太
 北原　智代
 滝澤　　毅
 松澤　久由
 平林　孝一
 市川　健人
 雪入　大輝
■ 事務局長 清水　康司
■ 副事務局長 塩原　　忠

■ 事 務 局 宮坂　佳典
 鈴木　康修
■ 名誉会長 清水　一彦
■ 名誉顧問 横山　公一
 小島　惠子
■ 顧　　問 土屋　眞一
■ 参　　与 竹内　正美
 髙山　義英
 降籏　勝一
 那須　誠
 宮坂　勲

［ 同窓会役員・委員長・学園役員 ］※（評）は、学校法人松商学園評議員

第46回令和6年度東日本学生ハンドボール選手権大会出場／男子ハンドボール部

令和6年度松本大学同窓会総会
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　緑輝く歴史ある松本の地において、去る令和6年5月11日(土)
に、松本大学同窓会定期総会及び懇親会が、アルピコプラザホ
テルにて開催されましたので報告いたします。
　今年度は、3年に1度の役員改選となるため、役員改選規程に
基づき、当日は幹事会にて、正・副幹事長を選任しました。引き
続き開催された定期総会では、小島会長の挨拶をはじめに議事
に入り、令和5年度の事業・決算・監査報告、令和6年度の事業
計画(案)・予算(案)の審議がなされ、最終議案の役員改選で
は、正・副会長ならびに監事を選任しました。
　改選後の本同窓会常任役員につきましては、山崎信市幹事
長に代わり青島金吾新幹事長、小島惠子同窓会長に代わり山崎

信市新同窓会長が就任され、下記のとおりとなります。
　懇親会は、例年、母校（松本大学ならびに短期大学）の教職
員の多くの皆さまにご参加頂き開催しており、参加された卒業
生の皆さまは、世代を超えた同窓会の融和親睦が深まり、時間
が足りない程、熱心に語る姿がありました。今年度初めての余
興となりましたが、松本大学アンサンブルサークル「solae」に
歌声を披露して頂くとともに、恒例となったOBOG吹奏楽団
「ブラスパンダ｣の演奏や抽選会も実施し盛会のうちに終了す
ることができました。
　令和７年度は、5月24日（土）開催する運びとなりましたの
で、多くの卒業生のご参加をお待ちしております。

次回大会予定 多くの皆さまのご参加をお待ちしております

FAX 0263-48-7298　　Email:dousoukai@t.matsu.ac.jpFAX・メールにて受付

第８回マレットゴルフ大会ご案内
■主　催　松商学園高等学校校友会
■共　催　松本大学同窓会
■開催日　9月6日（土）
■場　所　穂高カントリークラブ
■申し込み 松本大学同窓会として一括申し込みます。
■申し込み締め切り　7月中旬頃を予定
　※締め切り後、詳細をお送りいたします。

ゴルフコンペご案内
■開 催 日　6月14日(土)
■場 　 所　信州スカイパーク（かもしかコース・らいちょうコース）
■受付開始　8：30　　　■開 会 式・集 合 9：00
■会 　 費　1,000円
■終了後抽選会 抽選会を行います（昼食を用意します）
■豪華賞品　個人  優勝・アルバトロス賞・ホールインワン賞・参加賞
■申し込み締め切り　5月30日(金）

松本大学同窓会　総会実行委員会長（同窓会副会長）　丸山 正芳

令和６年度　定期総会・懇親会開催

　去る、令和6年10月19日(土)・20日
(日)の2日間、大学祭（第58回梓乃森祭：
「INFINITY」－私たちの可能性は無限大
である－）に併せて、本同窓会主催のホー
ムカミングデーが開催されました。
　ホームカミングデーは、受付テントで
QRコードから受付フォームを入力して
貰った卒業生の皆さんに松本大学ロゴ入
りのトートバッグやマフラータオルなどの
記念品を贈呈するとともに、ご本人だけ
でなくご家族やご友人と一緒に同行され
た場合も、大学祭の模擬店で利用できる
商品引換クーポン券をお渡ししました。
　ホームカミングデーの一番のイベント

は、1日目（19日）の午後2時
から5号館515教室で行わ
れた「抽選会」となり、着席できないくら
い多くの皆さんに参加いただきました。
この抽選会には、清水一彦学長にも参加
をいただき、まずは、学生活動支援金贈
呈式が行われ、本同窓会の山崎会長より
清水一彦学長に目録が贈呈され、感謝と
お礼の言葉をいただき、学生活動に対し
て有効に使用させていただくことが報告
されました。
　引き続き、抽選会がビンゴゲーム形式
で執り行われ、抽選品は、地元安曇野産の
新米や有名テーマパークチケットなど23
品を用意し、抽選番号が発表されると、
リーチやビンゴの声で盛り上がり、当選者
が出るたびにざわめきが起こりました。複
数同時にビンゴの声が上がることもあり、

松本大学同窓会副会長・ホームカミングデー委員長　唐木 美智男

第31回 ホームカミングデー開催

松本大学 人間健康学部 スポーツ健康学科 北澤 航聖

「学生活動支援金のお礼」

　この度、私たち男子ハンドボール部は、北信越リーグで1部2
位の成績を収め、11年ぶりに東日本インカレへの出場を果たし
ました。結果は強豪校も多く惜しくも全敗でしたが、挑戦できた
ことを誇りに思うと共に、顧問の田邉愛子准教授(スポーツ健康
学科)や監督をはじめとする多くの方々の支えに改めて感謝の気
持ちを抱いています。
　今回の大会出場に際して、同窓会から学生活動支援金を援助
していただき誠にありがとうございました。この支援金でユニ
フォームを新調することができました。ユニフォームは単なる試
合着ではなく、伝統や誇りを受け継ぎ、仲間と共に戦う証でもあ
ります。新しいユニフォームを着ることで、私たちはより一層の団

結力を持ち、全力でプレーすることができました。
　また、今回の東日本インカレ出場をきっかけに、ハンドボール
部に興味を持つ学生が増えることを願っています。部の活躍が
多くの人に届き、仲間が増え、さらに強いチームへと成長できる
よう、これからも努力を続けます。支えてくださる全ての方々へ
の感謝を忘れず、精一杯活動していきます。

松本大学同窓会　レクリエーション委員　平林 孝一

　第８回マレットゴルフ大会が令和６年６月15日㈯信州スカイ
パークにおいて、21名参加のもと開催されました。当日は６月の
陽気とは思えないほど気温も上がり、皆さん汗をかきながらも真
剣かつ笑顔が絶えない活気あるプレーをされていました。
　マレットゴルフが誕生したのは福井県と言われていますが、実は
最も盛んにプレーされている都道府県は「長野県」です。若い方か
らお年寄りまで幅広い世代に親しまれておりますが、とても奥が深
くコースごとの攻略方法も様々であり、頭を使いながら日頃の運

動不足を解消するのに
ピッタリなスポーツだと
思います。また、スポー
ツを通じて得られるも
のも多く、コミュニケー
ションの輪が広がりま
す。コロナ禍以降、我々の生活は大きく変化しましたが、やはり人と
人との繋がりは欠くことのできない存在だと思います。その喜びを
多くの方と分かち合えたらとても素敵なことだなと感じております。
　一般的に知られる「ゴルフ」では毎回悔しい思いをしている私で
すが、マレットゴルフは誰もが楽しめる取り掛かりやすいスポーツ
だと思います。本年は是非ともお気軽な気持ちで、多くの皆様に
ご参加いただきたく、心よりお願い申し上げます。

第８回マレットゴルフ大会開催
レクリエーション委員会

とても盛況のうちに終了することができ
ました。来年度も魅力ある景品を取り揃え
たいと思いますので、ぜひ多くの卒業生
の皆さまのご参加をお待ちしております。
　大学同窓会が開催するホームカミング
デーは、同窓生が大学のキャンパスに集
い、地域に根差した母校の今を知ってい
ただく機会です。刺激を受けて、日常の生
活や仕事に役立てていただければと思い
ます。皆が集まり、楽しく笑顔が見られる
ホームカミングデーをまた来年も開催す
る予定で計画をしております。ぜひ、友達
や家族をお誘いのうえお越しください。
また、本同窓会のホームページもありま
すので、卒業生の皆様のご意見・ご要望
をお寄せいただければと思います。

■ 会　　長 山崎　信市 （評）
 （学校法人松商学園理事・大学委員長）

■ 副 会 長 丸山　正芳 （評） ●総会実行委員長
 （学校法人松商学園理事・大学委員）

■ 副 会 長 青島　金吾 ●財務委員長
兼幹事長 （学校法人松商学園理事・法人事務局長）

■ 副 会 長 唐木　美智男 （評）●ホームカミングデー委員長
 太田　健司 （評） ●会報編集委員長
 三村　明子 ●レクリエーション委員長
■ 監　　事 吉澤　禮一
 塩島　星紀

■ 副幹事長 乾　　芳武 （評）
 百瀬　貴之
 小川原　健太
 北原　智代
 滝澤　　毅
 松澤　久由
 平林　孝一
 市川　健人
 雪入　大輝
■ 事務局長 清水　康司
■ 副事務局長 塩原　　忠

■ 事 務 局 宮坂　佳典
 鈴木　康修
■ 名誉会長 清水　一彦
■ 名誉顧問 横山　公一
 小島　惠子
■ 顧　　問 土屋　眞一
■ 参　　与 竹内　正美
 髙山　義英
 降籏　勝一
 那須　誠
 宮坂　勲

［ 同窓会役員・委員長・学園役員 ］※（評）は、学校法人松商学園評議員

第46回令和6年度東日本学生ハンドボール選手権大会出場／男子ハンドボール部

令和6年度松本大学同窓会総会
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【教育学部】 現役生 （45名、延べ60名合格）
自治体 校 種 教 科 等 合格者数

長野県
小学校 13
特別支援 2

北海道 小学校 1
茨城県 特別支援 1
埼玉県 小学校 1
千葉県 小学校 1

東京都
小学校 4
中学校 英語 1
特別支援 2

神奈川県 特別支援 1
横浜市 小学校 2

新潟県
小学校 20
特別支援 1

新潟市 小学校 2
富山県 小学校 3
山梨県 小学校 3
岐阜県 小学校 1
愛知県 小学校 1

【総合経営学部】 現役生 （1名合格）
自治体 校 種 教 科 等 合格者数
長野県 高校 商業 1

【人間健康学部】 現役生 （3名、延べ5名合格）
自治体 校 種 教 科 等 合格者数
北海道 小学校 1
東京都 小学校 1
山梨県 小学校 1
長野県 小学校 2

　2024年度（2025年度採用）教員採用
試験の結果は、教育学部で過去最高の合
格者数、合格率となり、総合経営学部、人間
健康学部においてもよい成果を上げるこ
とができました。この結果は、学生の努力
の賜物であるとともに、教職センターを中
心とするチーム松本大学が一体となって
支援した成果だと思います。今後も、地元
長野県を始め、各都道府県に本学出身の
教員を数多く輩出し、教育界に貢献できる
ようにチーム松本大学として取り組んでい
きます。

　7月5日に、塩尻市、塩尻商工会議所、NPO法人、松本大
学、信州大学、地元金融機関及び人材派遣会社など11団体
によって、塩尻市における「地域の人事部」連携協定締結式
が行われました。この地域で活躍する人材をさらに増やして
いきたいということもあり、本学としては2年前よりこの事業
に参画し、インターンシップの取り組みにおいて協力をして
きました。今回の連携協定締結を踏まえ、今後はより一層各
協定者と連携を深めながら、地域一体となって人材の育成・
定着を目指した活動をしていきたいと考えています。

松本大学同窓会 事務局　宮坂 佳典

令和７年 3 月 14 日
学位授与式･同窓会入会式･卒業記念パーティーを開催
（松本大学・松本大学松商短期大学部・松本大学大学院）

着実に成果を上げる本学の教員養成
全学一体となって学生を支援

全学教職センター長 教授　吉原 寛

塩尻市「地域の人事部」の
連携協定を締結

キャリアセンター　課長　中村 礼二

　第3回「松本大学健康首都会議」が開催されました。これま
では2日間日程でしたが、会場の都合により今回は1日のみ
の開催となりました。2つの特別講座、学内外の講師による
24の講座に約800名の参加者をお迎えすることができ、複
数の講義を受講する方の姿も多く見受けられました。また本
会議の協賛・協力企業による健康関連ブースも盛況でした。
　ご来場いただきました受講者の皆さま、会議開催にあた
りご協力いただいた皆さまには、この場をお借りしまして感
謝申し上げます。ありがとうございました。

健康ライフの知恵を増やそう！
「第3回 松本大学健康首都会議」を開催

地域力創造委員長・総合経営学科　教授　矢﨑 久

許すまで学位授与式を楽しむ姿が見られ
ました。
■ 同窓会入会式
　学位授与式に引き続き、同窓会入会式
を行いました。入会式では、山崎会長から
同窓生となる卒業生・修了生に対してお祝
いの言葉が送られ、太田副会長より同窓会
の概要や活動について、今年の卒業生で
約20,400名が輩出されたことが説明され
ました。引き続き、新学年幹事を紹介し、あ
わせて委嘱をさせていただきました。新学
年幹事の方々、この学年を牽引し、同窓会
活動を盛り上げていただくようにお願いい
たします。
■ 卒業記念パーティー
　学位授与式・同窓会入会式のあとは、ホ
テルブエナビスタに場所を移し、卒業記念
パーティーを同窓会主催のもと、大学職員、

サポート学生に協力いただき、多くの卒業
生・修了生、来賓、教職員をお招きし約600
名の規模で開催することができました。
パーティーでは、本学吹奏楽部卒業生で構
成されるブラスパンダの演奏、在学生のア
ンサンブルsolaeの合唱、ダンス部による
パフォーマンス、抽選会等が行われ、パー
ティーを盛り上げていただきました。参加
された皆様の多くの笑顔が印象に残る卒
業記念パーティーとなりました。

■ 学位授与式
　本年度の学位授与式が松本大学第一
体育館にて3月14日に執り行われました。
清水学長から、大学、短大ならびに大学院
の卒業生・修了生、608名に対し、それぞ
れの学位が授与されました。告辞では、卒
業生・修了生に対して、フランスの教育思
想家、哲学者であるジャン・ジャック・ル
ソー（1712-1778）の名言から「生きると
は呼吸することではない。行動すること
だ。」「青年時代は知恵をみがく時であり、
老年はそれを実践する時である。」「勇気
がなければ幸福は得られない。戦いなし
には美徳はありえない。」この3つを取り
上げ、社会に飛び込む卒業生・修了生へ
贐のお言葉が送られました。当日は晴天
に恵まれ、キャンパス内のあちこちで友
人や恩師と写真を撮影しており、時間が

　2025年4月より、本学人間健康学部スポーツ健康学科では、
アメリカ合衆国に本部を置くNSCA（全米ストレングス＆コン
ディショニング協会）が発行する資格であるCSCS（認定ストレ
ングス＆コンディショニングスペシャリスト）並びにNSCA-CPT
（認定パーソナルトレーナー）資格認定校として承認されました。
　NSCAとはNational Strength and Conditioning Association
の略で、ストレングストレーニングとコンディショニングに関する
国際的な教育団体として1978年に設立されました。現在では

世界88の国
と地域におい
て60,000人
以上の会員を
有する会へと
発展し、現場
と研究の架け
橋の役割となる情報を発信し続けている団体です。
　NSCA認定資格（CSCS及びNSCA-CPT）の認定は北信越
地区では4校目、CSCS認定は県内で唯一となります。資格取
得を目指し学習していく中でアスリートの競技力向上はもち
ろん、幅広い年代の傷害予防や健康増進に向けて活躍できる
人材育成を目指していきます。

NSCA資格認定校に承認されました

〈卒業生では教育学部10名、人間健康学部5名 
 の方より合格の報告がありました。〉

教員採用試験合格状況
2024年度（2025年度採用）

（2024年12月16日時点）

73.8%教育学部
現役生の
合格率は

【教育学部】 現役生 （45名、延べ60名合格）
【総合経営学部】 現役生 （1名合格）
【人間健康学部】 現役生 （3名、延べ5名合格）

過
去
最
高
の

菅谷　昭 前学長も講師として登壇

人生100年時代…「健康寿命」の延伸から
「生きがい寿命」の充実に向けて

人間健康学部 スポーツ健康学科 専任講師　伊藤 真之助

同窓会入会式

華やかな学位授与式 卒業記念パーティー：アンサンブルsolaeの演奏
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【教育学部】 現役生 （45名、延べ60名合格）
自治体 校 種 教 科 等 合格者数

長野県
小学校 13
特別支援 2

北海道 小学校 1
茨城県 特別支援 1
埼玉県 小学校 1
千葉県 小学校 1

東京都
小学校 4
中学校 英語 1
特別支援 2

神奈川県 特別支援 1
横浜市 小学校 2

新潟県
小学校 20
特別支援 1

新潟市 小学校 2
富山県 小学校 3
山梨県 小学校 3
岐阜県 小学校 1
愛知県 小学校 1

【総合経営学部】 現役生 （1名合格）
自治体 校 種 教 科 等 合格者数
長野県 高校 商業 1

【人間健康学部】 現役生 （3名、延べ5名合格）
自治体 校 種 教 科 等 合格者数
北海道 小学校 1
東京都 小学校 1
山梨県 小学校 1
長野県 小学校 2

　2024年度（2025年度採用）教員採用
試験の結果は、教育学部で過去最高の合
格者数、合格率となり、総合経営学部、人間
健康学部においてもよい成果を上げるこ
とができました。この結果は、学生の努力
の賜物であるとともに、教職センターを中
心とするチーム松本大学が一体となって
支援した成果だと思います。今後も、地元
長野県を始め、各都道府県に本学出身の
教員を数多く輩出し、教育界に貢献できる
ようにチーム松本大学として取り組んでい
きます。

　7月5日に、塩尻市、塩尻商工会議所、NPO法人、松本大
学、信州大学、地元金融機関及び人材派遣会社など11団体
によって、塩尻市における「地域の人事部」連携協定締結式
が行われました。この地域で活躍する人材をさらに増やして
いきたいということもあり、本学としては2年前よりこの事業
に参画し、インターンシップの取り組みにおいて協力をして
きました。今回の連携協定締結を踏まえ、今後はより一層各
協定者と連携を深めながら、地域一体となって人材の育成・
定着を目指した活動をしていきたいと考えています。

松本大学同窓会 事務局　宮坂 佳典

令和７年 3 月 14 日
学位授与式･同窓会入会式･卒業記念パーティーを開催
（松本大学・松本大学松商短期大学部・松本大学大学院）

着実に成果を上げる本学の教員養成
全学一体となって学生を支援

全学教職センター長 教授　吉原 寛

塩尻市「地域の人事部」の
連携協定を締結

キャリアセンター　課長　中村 礼二

　第3回「松本大学健康首都会議」が開催されました。これま
では2日間日程でしたが、会場の都合により今回は1日のみ
の開催となりました。2つの特別講座、学内外の講師による
24の講座に約800名の参加者をお迎えすることができ、複
数の講義を受講する方の姿も多く見受けられました。また本
会議の協賛・協力企業による健康関連ブースも盛況でした。
　ご来場いただきました受講者の皆さま、会議開催にあた
りご協力いただいた皆さまには、この場をお借りしまして感
謝申し上げます。ありがとうございました。

健康ライフの知恵を増やそう！
「第3回 松本大学健康首都会議」を開催

地域力創造委員長・総合経営学科　教授　矢﨑 久

許すまで学位授与式を楽しむ姿が見られ
ました。
■ 同窓会入会式
　学位授与式に引き続き、同窓会入会式
を行いました。入会式では、山崎会長から
同窓生となる卒業生・修了生に対してお祝
いの言葉が送られ、太田副会長より同窓会
の概要や活動について、今年の卒業生で
約20,400名が輩出されたことが説明され
ました。引き続き、新学年幹事を紹介し、あ
わせて委嘱をさせていただきました。新学
年幹事の方々、この学年を牽引し、同窓会
活動を盛り上げていただくようにお願いい
たします。
■ 卒業記念パーティー
　学位授与式・同窓会入会式のあとは、ホ
テルブエナビスタに場所を移し、卒業記念
パーティーを同窓会主催のもと、大学職員、

サポート学生に協力いただき、多くの卒業
生・修了生、来賓、教職員をお招きし約600
名の規模で開催することができました。
パーティーでは、本学吹奏楽部卒業生で構
成されるブラスパンダの演奏、在学生のア
ンサンブルsolaeの合唱、ダンス部による
パフォーマンス、抽選会等が行われ、パー
ティーを盛り上げていただきました。参加
された皆様の多くの笑顔が印象に残る卒
業記念パーティーとなりました。

■ 学位授与式
　本年度の学位授与式が松本大学第一
体育館にて3月14日に執り行われました。
清水学長から、大学、短大ならびに大学院
の卒業生・修了生、608名に対し、それぞ
れの学位が授与されました。告辞では、卒
業生・修了生に対して、フランスの教育思
想家、哲学者であるジャン・ジャック・ル
ソー（1712-1778）の名言から「生きると
は呼吸することではない。行動すること
だ。」「青年時代は知恵をみがく時であり、
老年はそれを実践する時である。」「勇気
がなければ幸福は得られない。戦いなし
には美徳はありえない。」この3つを取り
上げ、社会に飛び込む卒業生・修了生へ
贐のお言葉が送られました。当日は晴天
に恵まれ、キャンパス内のあちこちで友
人や恩師と写真を撮影しており、時間が

　2025年4月より、本学人間健康学部スポーツ健康学科では、
アメリカ合衆国に本部を置くNSCA（全米ストレングス＆コン
ディショニング協会）が発行する資格であるCSCS（認定ストレ
ングス＆コンディショニングスペシャリスト）並びにNSCA-CPT
（認定パーソナルトレーナー）資格認定校として承認されました。
　NSCAとはNational Strength and Conditioning Association
の略で、ストレングストレーニングとコンディショニングに関する
国際的な教育団体として1978年に設立されました。現在では

世界88の国
と地域におい
て60,000人
以上の会員を
有する会へと
発展し、現場
と研究の架け
橋の役割となる情報を発信し続けている団体です。
　NSCA認定資格（CSCS及びNSCA-CPT）の認定は北信越
地区では4校目、CSCS認定は県内で唯一となります。資格取
得を目指し学習していく中でアスリートの競技力向上はもち
ろん、幅広い年代の傷害予防や健康増進に向けて活躍できる
人材育成を目指していきます。

NSCA資格認定校に承認されました

〈卒業生では教育学部10名、人間健康学部5名 
 の方より合格の報告がありました。〉

教員採用試験合格状況
2024年度（2025年度採用）

（2024年12月16日時点）

73.8%教育学部
現役生の
合格率は

【教育学部】 現役生 （45名、延べ60名合格）
【総合経営学部】 現役生 （1名合格）
【人間健康学部】 現役生 （3名、延べ5名合格）

過
去
最
高
の

菅谷　昭 前学長も講師として登壇

人生100年時代…「健康寿命」の延伸から
「生きがい寿命」の充実に向けて

人間健康学部 スポーツ健康学科 専任講師　伊藤 真之助

同窓会入会式

華やかな学位授与式 卒業記念パーティー：アンサンブルsolaeの演奏
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　男子サッカー部は、第48回総理大臣杯全日本大学サッカー
トーナメントに3年ぶり3回目の出場を果たし、1回戦で全国大
会初勝利を収めました。続く2回戦では関東大学リーグ1部の
伝統校・国士舘大を相手に大金星を挙げました。準々決勝で
は同じく関東1部の強豪・東京国際大に敗れましたが、大会前
に主将の浅田琉星（スポーツ健康学科4年）が目標に掲げたベ
スト8進出を果たしました。準々決勝で敗退した大学には明治
大、早稲田大、日本大があり、これらの大学名からも弊部の健
闘ぶりがわかっていただけるかと思います。選手たちは全国
レベルとの差を実感し、今後の成長に繋げることができまし
た。大学関係者やOBの皆様の応援が大きな励みとなり、感謝
の意を表します。今後も引き続き応援をお願いいたします。

　硬式野球部では実業団に２名、プロ野球球団に１名が内定しました。女子
ソフトボール部では、創部以来初めてとなる国内最高峰のJDリーグに1名
が進みます。大学4年間で培った力を活かし、卒業後も活躍を続ける選手達
への温かいご声援の程よろしくお願いいたします。

男子サッカー部　総理大臣杯ベスト8進出！
男子サッカー部部長兼監督　齊藤 茂 硬式野球部で実業団に２名、プロ野球球団に１名が内定、

女子ソフトボール部では、創部以来初のJDリーグに１名が内定！

　7月に行われた、日本アマチュア野球の最高峰である「都市対抗野球大会」に、
2024年3月に本学を卒業した硬式野球部出身の3名が出場しました。塚本強矢
選手（日本製鉄かずさマジック所属・千葉県）、石神悠樹選手（エイジェック所属・栃
木県）、小林尚真選手（日本製紙石巻所属・宮城県）の3名は、それぞれ所属する
チームの地区予選を勝ち抜き、東京ドームの舞台でプレーすることができました。
　本学硬式野球部から都市対抗野球大会常連の強豪チームに入団するのは初
めてであり、入団初年度で3名全員が都市対抗本大会出場を果たしたことは大
変名誉なことです。実際に彼らが東京ドームでプレーする姿を目にし、非常に感
慨深い気持ちになりました。また、応援に駆けつけた後輩部員たちにとっても、
とても刺激なったと思います。

硬式野球部 監督　清野 友二

　女子バレーボール部は、2024年度より「強化部」として活動
を開始しました。新監督には、ロサンゼルス五輪で銅メダルを
獲得した野口京子氏を迎えました。野口監督は、長野大学での
14年間の指導実績や全国各地のバレーボール教室での豊富

女子バレーボール部　2024年度より強化部として始動！ 
女子バレーボール部　部長　中島 節子

■硬式野球部
●降籏　豪（スポーツ健康学科4年）
　内定先：株式会社ロキグループ
 ロキテクノ富山 （富山県）
　出身校：塩尻志学館高等学校
●渡邉 嵩馬（観光ホスピタリティ学科4年）
　内定先：西濃運輸株式会社 野球部（岐阜県）
　出身校：山梨学院高等学校 

●南波 秀（観光ホスピタリティ学科4年）
　内定先：オイシックス新潟
 アルビレックス・ベースボール・クラブ
　出身校：東京学館新潟高等学校

■女子ソフトボール部
●浅野 莉胡（スポーツ健康学科4年）
　内定先：矢橋ホールディングス株式会社
 大垣ミナモソフトボールクラブ
　出身校：京都西山高等学校

な経験を持ち、日本バレーボール協会評議員、長野県バレー
ボール協会理事、ルートインホテルズ Brilliant Ariesアドバイ
ザーなども務めています。
　「バレーボールをつらいものではなく、可能性が広がる楽し

いものにしてほしい」という思い
のもと、学業とクラブ活動の両立
を目指し、競技力の強化を図りま
す。長野県はバレーボールの盛
んな地域であり、松本大学を拠
点に地域貢献を目指します。幅広
い年齢層に愛されるバレーボー
ルを通じて、地域の活性化と健康
づくりに貢献していきます。
　今後とも温かいご支援・ご声援
をよろしくお願い申し上げます。

降籏選手 南波選手 渡邉選手 浅野選手

日本アマチュア野球の最高峰である
「都市対抗野球大会」に
硬式野球部出身の3名が出場

塚本選手（中央）と応援に駆け付けた現役部員日本製鉄かずさマジック所属の塚本選手

日本製紙石巻所属の小林選手
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松本大学・松商短期大学部･松本大学大学院の卒業生または在学生が、
祖父母・父母・兄弟姉妹にいる場合は、入学金の半額が免除となります。入学金免除制度

卒業生の皆さまへ

〒390-1295 長野県松本市新村2095-1 0120-507-200 Email. kouhou@t.matsu.ac.jp

お問い合わせ先：奨学金相談センター

0570-666-301

新幹事紹介

　今年度、松本大学卒業生として、教育学部代表幹事をさせていただ
く清水大輔です。
　4年間を終え、まず感じたことは、出会った友人、先生、職員の方々
にとても恵まれていたということです。大学では、教育学部の同級生
や先輩後輩はもちろん、学生自治組織に加入している、学部、学年を
超えた学生や職員の方々と関わることができました。その中での共に
活動を行った友人や先生方との出会いはかけがえのない財産です。
　また、松本大学での恩師の皆様のおかげで、来年度から子どものこ
ろからの夢をかなえることができました。ありがとうございました。
　松本大学同窓会の方々には、卒業式後のパーティーなどを通して、
友人や恩師の方々に感謝を伝える機会を作っていただいたことをと
ても感謝しています。
　今年度から、私も松本大学同窓会の幹事の一員として活動をさせ
ていただきます。松本大学にこれからも関われることがとても光栄で
す。これからよろしくお願いいたします。

新幹事挨拶

松本大学　教育学部　学校教育学科

学年幹事　清水 大輔

■総合経営学部
　総合経営学科･････････････････  押木 　優斗
　総合経営学科･････････････････  神津 さや香
　観光ホスピタリティ学科 ･･･････  飛島 　里香
　観光ホスピタリティ学科 ･･･････  平泉 　温海

■人間健康学部
　健康栄養学科･････････････････  池上 　美空
　健康栄養学科･････････････････  曽根原 　俊
　スポーツ健康学科･････････････  伊藤 　大貴

■教育学部
　学校教育学科･････････････････  小松 　舞奈
　学校教育学科･････････････････  清水 　大輔

■松商短期大学部
　商学科･･･････････････････････  小池 なつみ
　商学科･･･････････････････････  三輪 　将馬
　経営情報学科･････････････････  中野 　舞子

日本学生支援機構奨学金の賃与を受けていた方へ

　先輩が返還したお金が後輩の奨学金になります。返還
金の回収が遅れると、後輩奨学生の採用・交付に重大な
支障をきたします。病気、低収入などで返還が困難な場
合は、減額返還や返還期限を猶予する制度があります。

　令和6年度退職者および令和7年度新任者について、同窓会の皆様にお知らせいたします。

■令和 6年度退職者
健康科学研究科･･････････教　授 弘田　 量二
総合経営研究科･･････････講　師 丸山　 宗志
健康栄養学科････････････助　手 大森　 恵美
スポーツ健康学科････････教　授 丸山　 文男
学校教育学科････････････准教授 松原　 好広
総務課･･････････････････主　任 臼井　 健司

■令和 7年度新任者
総合経営学科････････････教　授 大森　    信
総合経営学科････････････講　師 上原 健太郎
観光ホスピタリティ学科 ･･准教授 相澤 美穂子
観光ホスピタリティ学科 ･･准教授 李　　 省翰
観光ホスピタリティ学科 ･･講　師 脇園　 大史
健康栄養学科････････････准教授 山中　 祥子

■他部門への異動者
松商学園高等学校･････主　任 小野 沙矢香（総務課）
松商学園高等学校･････主　事 奈良井 悠希（教務課）
松本秀峰中等教育学校･･主　事 中川　 洋輔（キャリアセンター）
法人事務局経理課･････主　事 中西　 浩一（教職センター）

■他部門からの異動者
地域連携課･･･････････課長補佐 丸山　 勝弘（松商学園高等学校）
管理課･･･････････････主　事 雪入　 大輝（松本秀峰中等教育学校）

松本大学人事短信

スポーツ健康学科････････教　授 有賀 美恵子
学校教育学科････････････教　授 矢野口　 仁
教務課･･････････････････主　事 山口　 彰太
教務課･･････････････････主　事 丸山　 亜瑚
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新幹事紹介

　今年度、松本大学卒業生として、教育学部代表幹事をさせていただ
く清水大輔です。
　4年間を終え、まず感じたことは、出会った友人、先生、職員の方々
にとても恵まれていたということです。大学では、教育学部の同級生
や先輩後輩はもちろん、学生自治組織に加入している、学部、学年を
超えた学生や職員の方々と関わることができました。その中での共に
活動を行った友人や先生方との出会いはかけがえのない財産です。
　また、松本大学での恩師の皆様のおかげで、来年度から子どものこ
ろからの夢をかなえることができました。ありがとうございました。
　松本大学同窓会の方々には、卒業式後のパーティーなどを通して、
友人や恩師の方々に感謝を伝える機会を作っていただいたことをと
ても感謝しています。
　今年度から、私も松本大学同窓会の幹事の一員として活動をさせ
ていただきます。松本大学にこれからも関われることがとても光栄で
す。これからよろしくお願いいたします。

新幹事挨拶

松本大学　教育学部　学校教育学科

学年幹事　清水 大輔

■総合経営学部
　総合経営学科･････････････････  押木 　優斗
　総合経営学科･････････････････  神津 さや香
　観光ホスピタリティ学科 ･･･････  飛島 　里香
　観光ホスピタリティ学科 ･･･････  平泉 　温海

■人間健康学部
　健康栄養学科･････････････････  池上 　美空
　健康栄養学科･････････････････  曽根原 　俊
　スポーツ健康学科･････････････  伊藤 　大貴

■教育学部
　学校教育学科･････････････････  小松 　舞奈
　学校教育学科･････････････････  清水 　大輔

■松商短期大学部
　商学科･･･････････････････････  小池 なつみ
　商学科･･･････････････････････  三輪 　将馬
　経営情報学科･････････････････  中野 　舞子

日本学生支援機構奨学金の賃与を受けていた方へ

　先輩が返還したお金が後輩の奨学金になります。返還
金の回収が遅れると、後輩奨学生の採用・交付に重大な
支障をきたします。病気、低収入などで返還が困難な場
合は、減額返還や返還期限を猶予する制度があります。

　令和6年度退職者および令和7年度新任者について、同窓会の皆様にお知らせいたします。

■令和 6年度退職者
健康科学研究科･･････････教　授 弘田　 量二
総合経営研究科･･････････講　師 丸山　 宗志
健康栄養学科････････････助　手 大森　 恵美
スポーツ健康学科････････教　授 丸山　 文男
学校教育学科････････････准教授 松原　 好広
総務課･･････････････････主　任 臼井　 健司

■令和 7年度新任者
総合経営学科････････････教　授 大森　    信
総合経営学科････････････講　師 上原 健太郎
観光ホスピタリティ学科 ･･准教授 相澤 美穂子
観光ホスピタリティ学科 ･･准教授 李　　 省翰
観光ホスピタリティ学科 ･･講　師 脇園　 大史
健康栄養学科････････････准教授 山中　 祥子

■他部門への異動者
松商学園高等学校･････主　任 小野 沙矢香（総務課）
松商学園高等学校･････主　事 奈良井 悠希（教務課）
松本秀峰中等教育学校･･主　事 中川　 洋輔（キャリアセンター）
法人事務局経理課･････主　事 中西　 浩一（教職センター）

■他部門からの異動者
地域連携課･･･････････課長補佐 丸山　 勝弘（松商学園高等学校）
管理課･･･････････････主　事 雪入　 大輝（松本秀峰中等教育学校）

松本大学人事短信

スポーツ健康学科････････教　授 有賀 美恵子
学校教育学科････････････教　授 矢野口　 仁
教務課･･････････････････主　事 山口　 彰太
教務課･･････････････････主　事 丸山　 亜瑚
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令和6年度 卒業生進路状況（令和7年3月卒業）

【就　職】
㈱R&Cながの青果
㈱アイキューブ
社会医療法人財団慈泉会相澤病院
㈱アドヴァンスト・インフォーメイ
ション・デザイン
新井信用金庫
アルプス中央信用金庫
飯山赤十字病院
池田町役場
エムケー精工㈱
㈱エラン
岡谷酸素㈱
オリオン機械㈱
㈱カインズ
キッセイコムテック㈱
近鉄ファシリティーズ㈱
ゴールドパック㈱
㈱サカイ引越センター
サンリン㈱
㈱シエルシステム
昭和商事㈱
㈱伸光製作所
信州ビバレッジ㈱
信州ミルクランド㈱
㈱伸和精工
末広商事㈱
諏訪信用金庫
生活協同組合コープながの
㈱西武・プリンスホテルズワールドワイド
㈱全農長野計算センター
㈱綜合キャリアオプション
㈱ゾフ

大日本法令印刷㈱
太陽工業㈱
㈱ツルヤ
TIS長野㈱
㈱デリシア
東御市役所
トーイン㈱
㈱TOSYS
巴協栄リネン㈱
直富商事㈱
中日本メディカルリンク㈱
㈱長野エーコープサプライ
長野オリンパス㈱
長野県教育委員会
㈱長野県協同電算
長野県警察
長野県信用農業協同組合連合会
長野県労働金庫
長野證券㈱
長野信用金庫
㈱長野ダイハツモータース
長野日産自動車㈱
税理士法人成迫会計事務所
日産プリンス長野販売㈱
㈱ニトリ
日本赤十字社長野支部
日本電熱㈱
日本ナレッジ㈱
㈱ネクステージ
八十二証券㈱
㈱パナホーム長野中央
花村産業㈱
㈱ピア
富士通Japan㈱
ブリヂストンタイヤ長野販売㈱

㈱フロンティア・スピリット
㈱ベイシア
マクセルイズミ㈱
松本市役所
松本信用金庫
松本日産自動車㈱
松本ハイランド農業協同組合
㈱マルニシ
㈱ミマキエンジニアリング
㈱メガネのナガタ
税理士法人　柳澤会計
㈱ユウワ
リゾートトラスト㈱
㈱ロイヤルオートサービス
和信化学工業㈱
㈱和田正通信サービス

【進　学】
松本大学大学院　総合経営研究科

【就　職】
アズサイエンス㈱
アイ・ティー・エックス㈱
㈱青木固研究所
上松電子㈱
㈱アステップ信州
あづみ農業協同組合
社会福祉法人安曇野市社会福祉協
議会
㈱アラカン
㈱アリシアフーズ
アルピコ交通㈱
アルピコホテルズ㈱

㈱ウオロク
FICT㈱
岡野薬品㈱
オルガン針㈱
社会福祉法人香取学園
長野県厚生農業協同組合連合会　
北アルプス医療センターあづみ病院
㈱キョウデン
㈱クスリのアオキ
グリーン長野農業協同組合
CREST PRECISION㈱
㈱甲信マツダ
佐久浅間農業協同組合
㈱櫻井甘精堂
㈱サンコー
社会福祉法人しなのさわやか福祉会
しなの鉄道㈱
昭和電機産業㈱
㈱信越報知
㈱スギムラ精工
須坂市消防本部
㈱鈴木
㈱スズキ自販南信
スターバックスコーヒージャパン㈱
炭平コーポレーション㈱
西濃運輸㈱
㈱センデン
社会福祉法人暖家
茅野市役所
中越運送㈱
社会福祉法人中信社会福祉協会
㈱テクノプロ　テクノプロ・エンジニアリング社
㈱テク・ミサワ
東京セキスイハイム㈱
㈱TOSYS

㈱トラバース
長野計器㈱
長野県警察
長野県厚生農業協同組合連合会
長野日産自動車㈱
㈱新潟アルビレックス・ベースボール・クラブ
日本電熱㈱
㈱ハードオフコーポレーション
花村産業㈱
㈱早野組
東日本旅客鉄道㈱
ビジョンクリエイツ㈱軽井沢ホテル
ロンギングハウス
㈱ファミリーマート
富国物産㈱
㈱星野リゾート
㈲本郷鶏肉
松本信用金庫
松本ハイランド農業協同組合
㈱マナテック
㈱マルニシ
マルヤス機械㈱
㈱みすずコーポレーション
㈱ミマキエンジニアリング
㈱モリキ
㈱やさしい手甲府
㈱ヤマウラ
㈱八幡屋礒五郎
ユースタイルラボラトリー㈱
㈱ランドマーク
リコージャパン㈱
ルートイングループ
㈱嶺水
㈱レントライフ
㈱綿半ホームエイド

総合経営学科

観光ホスピタリティ学科

松本大学　総合経営学部

【就　職】
飯田市立病院
社会医療法人栗山会飯田病院
伊南行政組合昭和伊南総合病院
ウエルシア薬局㈱
エームサービス㈱
尾家産業㈱
医療法人社団白鳳会大角医院
㈱小川の庄
㈱おびなた
㈱開運堂
鹿教湯三才山リハビリテーションセンター　鹿教湯病院
医療法人長野寿光会上山田病院
医療法人輝山会
キッセイ商事㈱
㈱クスリのアオキ
㈱グランドスポーツ
クリナップ㈱
㈱小泉中部
社会福祉法人孝明
小林製袋産業㈱
㈱サンクゼール
㈱サンコー
㈱シャトレーゼ
昭和電機産業㈱
信州大学医学部附属病院

信州ハム㈱
医療法人研成会諏訪湖畔病院
社会福祉法人孝悌会たきべ野
㈱竹風堂
医療法人友愛会千曲荘病院
㈱ツルヤ
㈱デイリーはやしや
長野興農㈱
㈱長野サンヨーフーズ
長野信用金庫
㈱ナガノトマト
ながの農業協同組合
日清医療食品㈱中部支店
日本スキー場開発㈱
日本赤十字社長野支部
社会福祉法人咲くひまわり会 ひまわり保育園
㈱フォンス
富士電機パワーセミコンダクタ㈱
長野県厚生農業協同組合連合会　
富士見高原病院
㈱富士薬品
㈲フレスコ・カンパニー
社会福祉法人法延会
㈱マツモトキヨシ甲信越販売
医療法人道悠会松本中川病院
㈱マルイチ産商
㈱丸栄ホテル
丸善食品工業㈱

マルヤス機械㈱
㈱メフォス
医療法人山力会菅沼病院
吉田薬業㈱
㈱LIFECREATE
㈱LAVA International

【就　　職】
㈱アーキテクト・ディベロッパー
朝日土地建物㈱
安曇野赤十字病院
穴吹興産㈱
飯田信用金庫
飯綱町役場
㈱IDOM
医療法人アレックス長野整形外科
クリニック
イワタニ長野㈱
㈱ヴァンドームヤマダ
上田信用金庫
㈱エスエーエス
㈱エラン
エルシーブイ㈱
岡野薬品㈱
㈱キザキ
㈱グローバル・セレクション

医療法人仁康会小泉病院
甲信商事㈱
ゴールドパック㈱
社会福祉法人サン・ビジョン
学校法人信学会
㈱SHINKO
信州諏訪農業協同組合
諏訪信用金庫
生活協同組合コープながの
㈲清仁運送
学校法人タイケン学園
太陽工業㈱
都築木材㈱
TBCグループ㈱
テクバン㈱
戸田中央メディカルケアグループ
㈱ナインキャスト
中日本メディカルリンク㈱
長野県教育委員会
長野県警察
長野県信用組合
長野ダイハツ販売㈱
長野日産自動車㈱
㈱ニッカホーム
日本赤十字社長野支部
㈱nobitel
パーストワン㈱
㈱林水泳教室

原村役場
富国生命保険相互会社　松本支社
㈱富士薬品
㈱フェバープレース
マクセルイズミ㈱
松本信用金庫
㈱松本スイミング・センター
松本ハイランド農業協同組合
㈱マナテック
三浦総業㈱
㈱村瀬組
村中医療器㈱
㈱MedSciSportsLab
矢橋ホールディングス㈱
㈱大和
大和電機工業㈱
山梨県教育委員会
㈱山梨中央銀行
㈱リッチエード
㈱RINX
㈱レゾナック・セラミックス
㈱ロキテクノ

【進　学】
信州大学大学院　教育学研究科
信州リハビリテーション専門学校
前橋東看護学校
レクシス校（オーストラリア）

健康栄養学科

スポーツ健康学科

松本大学　人間健康学部

【就　職】
Acne Aoyama㈱
㈱アダストリア
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン
㈱池の平ホテル＆リゾーツ
茨城県教育委員会

SBCメディカルグループホールディングス
神奈川県教育委員会
岐阜県教育委員会
㈱国興
埼玉県教育委員会
佐久広域連合
サントリービバレッジソリューション㈱
上越市役所

千葉県教育委員会
㈱テレビ松本ケーブルビジョン
東京都教育委員会
㈱TOSYS
富山県教育委員会
長野県教育委員会
ながの農業協同組合
新潟県教育委員会

新潟県警察
新潟市教育委員会
東日本旅客鉄道㈱
北海道教育委員会
松本信用金庫
マンパワーグループ㈱
山梨県教育委員会
横浜市教育委員会

綿半ソリューションズ㈱

【進　学】
上越教育大学大学院

学校教育学科

松本大学　教育学部

【就　職】
アイ・ティー・エックス㈱
ITXコミュニケーションズ㈱
㈱アステップ信州
㈱アズミ村田製作所
安曇野市役所
㈱アテンド
アルピコホテルズ㈱
あんず歯科医院
飯田信用金庫
ウエルシア薬局㈱
㈱栄光製作所
㈱エイジェック　松本オフィス
NTPトヨタ信州㈱
エプソン日新トラベルソリューションズ㈱
㈱オーク製作所
㈱音羽ノ森
カイシン工業㈱
㈱カウベルエンジニアリング
川中島建設㈱
CAT矯正歯科クリニック
㈱クスリのアオキ
㈱クスリのサンロード

黒田精工㈱
㈱小泉
㈱甲信マツダ
KOA㈱
㈱サイサン
㈱サカイ引越センター
佐久平整形外科クリニック
㈱サンコー
㈱サン工機
㈱サンコーレンタル
㈱サンサンクス
山洋電気テクノサービス㈱
㈱GSユアサ安曇野
㈱シェア
㈱シャトレーゼ
医療法人湘美会
昭和電機産業㈱
㈱シンケン
㈱SHINKO
信州ミルクランド㈱
㈱スギ薬局
炭平コーポレーション㈱
諏訪瓦斯㈱
諏訪信用金庫
諏訪倉庫㈱

セイコーエプソン㈱
セキスイハイム信越㈱
㈱ダイシン
㈱大和ホーム工業
大和冷機工業㈱
高橋研二法務事務所
高橋喜博歯科医院
㈱滝澤工務店
㈱たちばな
㈱タック
鶴橋上本町歯科クリニック
㈱ツルヤ
TPR㈱ 長野工場
㈱デリシア
東洋計器㈱
㈱トーホー
トヨタモビリティパーツ㈱ 長野支社
㈱ナカジマ薬局
中日本メディカルリンク㈱
長野信用金庫
長野ダイハツ販売㈱
㈱ながの東急百貨店
㈱長野ホテル犀北館
㈲中原工務店
㈱南信精機製作所

nico歯科　駒ヶ根
㈱ニチイ学館
日研トータルソーシング㈱
㈱日本ピスコ
日本ミクロン㈱
㈱ネクステージ
ネクストリンクス㈱
㈱八十二銀行
㈱ハーモ
㈱ハリカ長野
㈱ビジョンメガネ
富国生命保険相互会社　松本支社
フレックスジャパン㈱
㈱フロンティア・スピリット
㈱星野リゾート
㈱マーキュリー
松本ガス㈱
社会福祉法人松本市社会福祉協議会
松本信用金庫
松本ハイランド農業協同組合
合名会社松本ホテル花月
丸井産業㈱
㈱マルイチ産商
㈱マルニシ
マルヤス機械㈱

㈱ミスズ工業
㈱みすずコーポレーション
㈱メガネのナガタ
㈱モバイルコミュニケーションズ
㈱モリキ
山田歯科医院
㈱大和
大和電機工業㈱
山梨交通㈱
ユニバース光学工業㈱
㈱ヨーガンレール
社会福祉法人れんげ福祉会
WashiON㈱
㈱和田正通信サービス

【進　学】
亜細亜大学　経営学部
清泉大学　人文社会科学部
東京経済大学　経営学部
東洋学園大学　現代経営学部
名古屋文理大学　情報メディア学部
松本大学　総合経営学部
I.BREEZE International Language Center

商学科・経営情報学科

松本大学　松商短期大学部

地域とともに新しい未来へ
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令和6年度 卒業生進路状況（令和7年3月卒業）

【就　職】
㈱R&Cながの青果
㈱アイキューブ
社会医療法人財団慈泉会相澤病院
㈱アドヴァンスト・インフォーメイ
ション・デザイン
新井信用金庫
アルプス中央信用金庫
飯山赤十字病院
池田町役場
エムケー精工㈱
㈱エラン
岡谷酸素㈱
オリオン機械㈱
㈱カインズ
キッセイコムテック㈱
近鉄ファシリティーズ㈱
ゴールドパック㈱
㈱サカイ引越センター
サンリン㈱
㈱シエルシステム
昭和商事㈱
㈱伸光製作所
信州ビバレッジ㈱
信州ミルクランド㈱
㈱伸和精工
末広商事㈱
諏訪信用金庫
生活協同組合コープながの
㈱西武・プリンスホテルズワールドワイド
㈱全農長野計算センター
㈱綜合キャリアオプション
㈱ゾフ

大日本法令印刷㈱
太陽工業㈱
㈱ツルヤ
TIS長野㈱
㈱デリシア
東御市役所
トーイン㈱
㈱TOSYS
巴協栄リネン㈱
直富商事㈱
中日本メディカルリンク㈱
㈱長野エーコープサプライ
長野オリンパス㈱
長野県教育委員会
㈱長野県協同電算
長野県警察
長野県信用農業協同組合連合会
長野県労働金庫
長野證券㈱
長野信用金庫
㈱長野ダイハツモータース
長野日産自動車㈱
税理士法人成迫会計事務所
日産プリンス長野販売㈱
㈱ニトリ
日本赤十字社長野支部
日本電熱㈱
日本ナレッジ㈱
㈱ネクステージ
八十二証券㈱
㈱パナホーム長野中央
花村産業㈱
㈱ピア
富士通Japan㈱
ブリヂストンタイヤ長野販売㈱

㈱フロンティア・スピリット
㈱ベイシア
マクセルイズミ㈱
松本市役所
松本信用金庫
松本日産自動車㈱
松本ハイランド農業協同組合
㈱マルニシ
㈱ミマキエンジニアリング
㈱メガネのナガタ
税理士法人　柳澤会計
㈱ユウワ
リゾートトラスト㈱
㈱ロイヤルオートサービス
和信化学工業㈱
㈱和田正通信サービス

【進　学】
松本大学大学院　総合経営研究科

【就　職】
アズサイエンス㈱
アイ・ティー・エックス㈱
㈱青木固研究所
上松電子㈱
㈱アステップ信州
あづみ農業協同組合
社会福祉法人安曇野市社会福祉協
議会
㈱アラカン
㈱アリシアフーズ
アルピコ交通㈱
アルピコホテルズ㈱

㈱ウオロク
FICT㈱
岡野薬品㈱
オルガン針㈱
社会福祉法人香取学園
長野県厚生農業協同組合連合会　
北アルプス医療センターあづみ病院
㈱キョウデン
㈱クスリのアオキ
グリーン長野農業協同組合
CREST PRECISION㈱
㈱甲信マツダ
佐久浅間農業協同組合
㈱櫻井甘精堂
㈱サンコー
社会福祉法人しなのさわやか福祉会
しなの鉄道㈱
昭和電機産業㈱
㈱信越報知
㈱スギムラ精工
須坂市消防本部
㈱鈴木
㈱スズキ自販南信
スターバックスコーヒージャパン㈱
炭平コーポレーション㈱
西濃運輸㈱
㈱センデン
社会福祉法人暖家
茅野市役所
中越運送㈱
社会福祉法人中信社会福祉協会
㈱テクノプロ　テクノプロ・エンジニアリング社
㈱テク・ミサワ
東京セキスイハイム㈱
㈱TOSYS

㈱トラバース
長野計器㈱
長野県警察
長野県厚生農業協同組合連合会
長野日産自動車㈱
㈱新潟アルビレックス・ベースボール・クラブ
日本電熱㈱
㈱ハードオフコーポレーション
花村産業㈱
㈱早野組
東日本旅客鉄道㈱
ビジョンクリエイツ㈱軽井沢ホテル
ロンギングハウス
㈱ファミリーマート
富国物産㈱
㈱星野リゾート
㈲本郷鶏肉
松本信用金庫
松本ハイランド農業協同組合
㈱マナテック
㈱マルニシ
マルヤス機械㈱
㈱みすずコーポレーション
㈱ミマキエンジニアリング
㈱モリキ
㈱やさしい手甲府
㈱ヤマウラ
㈱八幡屋礒五郎
ユースタイルラボラトリー㈱
㈱ランドマーク
リコージャパン㈱
ルートイングループ
㈱嶺水
㈱レントライフ
㈱綿半ホームエイド

総合経営学科

観光ホスピタリティ学科

松本大学　総合経営学部

【就　職】
飯田市立病院
社会医療法人栗山会飯田病院
伊南行政組合昭和伊南総合病院
ウエルシア薬局㈱
エームサービス㈱
尾家産業㈱
医療法人社団白鳳会大角医院
㈱小川の庄
㈱おびなた
㈱開運堂
鹿教湯三才山リハビリテーションセンター　鹿教湯病院
医療法人長野寿光会上山田病院
医療法人輝山会
キッセイ商事㈱
㈱クスリのアオキ
㈱グランドスポーツ
クリナップ㈱
㈱小泉中部
社会福祉法人孝明
小林製袋産業㈱
㈱サンクゼール
㈱サンコー
㈱シャトレーゼ
昭和電機産業㈱
信州大学医学部附属病院

信州ハム㈱
医療法人研成会諏訪湖畔病院
社会福祉法人孝悌会たきべ野
㈱竹風堂
医療法人友愛会千曲荘病院
㈱ツルヤ
㈱デイリーはやしや
長野興農㈱
㈱長野サンヨーフーズ
長野信用金庫
㈱ナガノトマト
ながの農業協同組合
日清医療食品㈱中部支店
日本スキー場開発㈱
日本赤十字社長野支部
社会福祉法人咲くひまわり会 ひまわり保育園
㈱フォンス
富士電機パワーセミコンダクタ㈱
長野県厚生農業協同組合連合会　
富士見高原病院
㈱富士薬品
㈲フレスコ・カンパニー
社会福祉法人法延会
㈱マツモトキヨシ甲信越販売
医療法人道悠会松本中川病院
㈱マルイチ産商
㈱丸栄ホテル
丸善食品工業㈱

マルヤス機械㈱
㈱メフォス
医療法人山力会菅沼病院
吉田薬業㈱
㈱LIFECREATE
㈱LAVA International

【就　　職】
㈱アーキテクト・ディベロッパー
朝日土地建物㈱
安曇野赤十字病院
穴吹興産㈱
飯田信用金庫
飯綱町役場
㈱IDOM
医療法人アレックス長野整形外科
クリニック
イワタニ長野㈱
㈱ヴァンドームヤマダ
上田信用金庫
㈱エスエーエス
㈱エラン
エルシーブイ㈱
岡野薬品㈱
㈱キザキ
㈱グローバル・セレクション

医療法人仁康会小泉病院
甲信商事㈱
ゴールドパック㈱
社会福祉法人サン・ビジョン
学校法人信学会
㈱SHINKO
信州諏訪農業協同組合
諏訪信用金庫
生活協同組合コープながの
㈲清仁運送
学校法人タイケン学園
太陽工業㈱
都築木材㈱
TBCグループ㈱
テクバン㈱
戸田中央メディカルケアグループ
㈱ナインキャスト
中日本メディカルリンク㈱
長野県教育委員会
長野県警察
長野県信用組合
長野ダイハツ販売㈱
長野日産自動車㈱
㈱ニッカホーム
日本赤十字社長野支部
㈱nobitel
パーストワン㈱
㈱林水泳教室

原村役場
富国生命保険相互会社　松本支社
㈱富士薬品
㈱フェバープレース
マクセルイズミ㈱
松本信用金庫
㈱松本スイミング・センター
松本ハイランド農業協同組合
㈱マナテック
三浦総業㈱
㈱村瀬組
村中医療器㈱
㈱MedSciSportsLab
矢橋ホールディングス㈱
㈱大和
大和電機工業㈱
山梨県教育委員会
㈱山梨中央銀行
㈱リッチエード
㈱RINX
㈱レゾナック・セラミックス
㈱ロキテクノ

【進　学】
信州大学大学院　教育学研究科
信州リハビリテーション専門学校
前橋東看護学校
レクシス校（オーストラリア）

健康栄養学科

スポーツ健康学科

松本大学　人間健康学部

【就　職】
Acne Aoyama㈱
㈱アダストリア
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン
㈱池の平ホテル＆リゾーツ
茨城県教育委員会

SBCメディカルグループホールディングス
神奈川県教育委員会
岐阜県教育委員会
㈱国興
埼玉県教育委員会
佐久広域連合
サントリービバレッジソリューション㈱
上越市役所

千葉県教育委員会
㈱テレビ松本ケーブルビジョン
東京都教育委員会
㈱TOSYS
富山県教育委員会
長野県教育委員会
ながの農業協同組合
新潟県教育委員会

新潟県警察
新潟市教育委員会
東日本旅客鉄道㈱
北海道教育委員会
松本信用金庫
マンパワーグループ㈱
山梨県教育委員会
横浜市教育委員会

綿半ソリューションズ㈱

【進　学】
上越教育大学大学院

学校教育学科

松本大学　教育学部

【就　職】
アイ・ティー・エックス㈱
ITXコミュニケーションズ㈱
㈱アステップ信州
㈱アズミ村田製作所
安曇野市役所
㈱アテンド
アルピコホテルズ㈱
あんず歯科医院
飯田信用金庫
ウエルシア薬局㈱
㈱栄光製作所
㈱エイジェック　松本オフィス
NTPトヨタ信州㈱
エプソン日新トラベルソリューションズ㈱
㈱オーク製作所
㈱音羽ノ森
カイシン工業㈱
㈱カウベルエンジニアリング
川中島建設㈱
CAT矯正歯科クリニック
㈱クスリのアオキ
㈱クスリのサンロード

黒田精工㈱
㈱小泉
㈱甲信マツダ
KOA㈱
㈱サイサン
㈱サカイ引越センター
佐久平整形外科クリニック
㈱サンコー
㈱サン工機
㈱サンコーレンタル
㈱サンサンクス
山洋電気テクノサービス㈱
㈱GSユアサ安曇野
㈱シェア
㈱シャトレーゼ
医療法人湘美会
昭和電機産業㈱
㈱シンケン
㈱SHINKO
信州ミルクランド㈱
㈱スギ薬局
炭平コーポレーション㈱
諏訪瓦斯㈱
諏訪信用金庫
諏訪倉庫㈱

セイコーエプソン㈱
セキスイハイム信越㈱
㈱ダイシン
㈱大和ホーム工業
大和冷機工業㈱
高橋研二法務事務所
高橋喜博歯科医院
㈱滝澤工務店
㈱たちばな
㈱タック
鶴橋上本町歯科クリニック
㈱ツルヤ
TPR㈱ 長野工場
㈱デリシア
東洋計器㈱
㈱トーホー
トヨタモビリティパーツ㈱ 長野支社
㈱ナカジマ薬局
中日本メディカルリンク㈱
長野信用金庫
長野ダイハツ販売㈱
㈱ながの東急百貨店
㈱長野ホテル犀北館
㈲中原工務店
㈱南信精機製作所

nico歯科　駒ヶ根
㈱ニチイ学館
日研トータルソーシング㈱
㈱日本ピスコ
日本ミクロン㈱
㈱ネクステージ
ネクストリンクス㈱
㈱八十二銀行
㈱ハーモ
㈱ハリカ長野
㈱ビジョンメガネ
富国生命保険相互会社　松本支社
フレックスジャパン㈱
㈱フロンティア・スピリット
㈱星野リゾート
㈱マーキュリー
松本ガス㈱
社会福祉法人松本市社会福祉協議会
松本信用金庫
松本ハイランド農業協同組合
合名会社松本ホテル花月
丸井産業㈱
㈱マルイチ産商
㈱マルニシ
マルヤス機械㈱

㈱ミスズ工業
㈱みすずコーポレーション
㈱メガネのナガタ
㈱モバイルコミュニケーションズ
㈱モリキ
山田歯科医院
㈱大和
大和電機工業㈱
山梨交通㈱
ユニバース光学工業㈱
㈱ヨーガンレール
社会福祉法人れんげ福祉会
WashiON㈱
㈱和田正通信サービス

【進　学】
亜細亜大学　経営学部
清泉大学　人文社会科学部
東京経済大学　経営学部
東洋学園大学　現代経営学部
名古屋文理大学　情報メディア学部
松本大学　総合経営学部
I.BREEZE International Language Center

商学科・経営情報学科

松本大学　松商短期大学部

地域とともに新しい未来へ
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令和6年度 同窓会総会開催
同窓会入会式・卒業記念パーティー 等

松商学園高等学校
高大連携を軸とした『通信教育課程』設立
松本大学ヘルスプロモーション事業

同窓会活動

法人関連事業

スポーツ健康学科が
NSCA資格認定校に承認
男子サッカー部
総理大臣杯ベスト8進出！ 等

大学活動

卒業生進路状況
進路状況

CommunicationFlap松本大学同窓会報『フラップ』
令和7年4月25日発行（通算41号）

Vol.23

フリージア(Freesia refracta)はアヤ
メ科フリージア属・半耐寒性球根植物の
種の一つ。または、フリージア属の総称。
花言葉は、『感謝』『親愛の情』『友情』

『感謝』とは、ありがたく思って礼をいうこ
と。心にありがたく感ずること。
仕事や学業でお世話になった人や、助
けてくれたり、力になってくれる人などに
『感謝』の気持ちを持ちましょう。

地域とともに新しい未来へ

　麗春の候、同窓生の皆様におかれましては、ますますご
健勝のこととお慶び申し上げます。また、平素より同窓会活
動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　本年も、世界的紛争や災害等未だ先行きに不安がある
状況ではありますが、一日も早く事態が収束し、平穏な世
になってほしいと祈るばかりです。
　しかし、このような状況下の中、第３３回夏季五輪パリ大
会において日本過去最多金メダル２０個の獲得、ドジャース
大谷選手のメジャー史上初の「５０本塁打、５０盗塁」を達成

等、私たちに勇気と希望を与えてくれたニュースも多々あ
りました。
　春光うららかな好季節、同窓生の皆様におかれましても、
益々ご活躍されますことを、心よりお祈り申し上げます。
　最後になりますが、ご多用中にもかかわらず、会報に寄
稿いただきました皆様に、厚く御礼申し上げます。
 （記・太田 健司）

●編集委員長　太田 健司 ●編集副委員長　北原 智代
●編 集 委 員　三村 明子・滝澤 毅・平林 孝ー・宮坂 佳典

松本大学同窓会報『フラップ』
令和7年4月25日発行 第23号（通算41号） 　　発行者　松本大学同窓会　
〒390-1295　長野県松本市新村2095-1　電話0263-48-7208　　　　  企画・編集　松本大学同窓会報編集委員会

4/25
㈮

同窓会報発行

5/24
㈯

定期総会・
懇親会

6/14
㈯

マレットゴルフ
大会

3/13
㈮

同窓会入会式
同窓会主催：卒業記念パーティー

9/6
㈯

ゴルフコンペ
（校友会に共催）

10/18・19
㈯・㈰

ホームカミングデー
（大学祭に合わせて）

令和７年度年間事業

松本大学同窓会総会のお知らせ

日　程 令和7年 5月24日㈯

会　場 アルピコプラザホテル

時　間 定期総会 15時～　山岳シンポジウム 16時～　懇親会 17時～
議　題 ⑴令和 6年度事業・決算・監査報告
 ⑵令和7年度事業計画（案）・予算（案）

懇親会 会費3,000円（本年３月卒業生1,000円）
 総会・シンポジウム終了後、母校教職員をお迎えして懇親会

を開催します。余興として抽選会などを計画しております。
［ 懇親会のみの参加も歓迎いたします。 ］

令和７年度

e-mail dousoukai@t.matsu.ac.jp

お問合せ先　　松本大学 同窓会事務局 0263-48-7208

原山先生、中村先生と手塚氏がトークセッション形式でのシンポジウムとなります。
参加申込は必要ありませんので、ご興味のある方は、奮ってご参加ください。

▶ 原山　　智 様　秩父宮記念山岳賞受賞　信州大学理学部特任教授
▶ 中村　浩志 様　一般社団法人 中村浩志国際鳥類研究所 代表理事
▶ 手塚　友惠 様　公益社団法人 日本山岳ガイド協会 理事

山岳シンポジウムのご案内
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